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公募型学校推薦選抜 出題のねらい

　Ａ方式・Ｂ方式ともに国語の基礎的な学力を問う問題です。現
代文では、語句の問題から始まり、さまざまな形式で文章の論理
を問います。古文では、単語・文法という基礎中の基礎から、そ
の基礎にもとづく読解問題が配置されています。また、文学史問
題も、大学入学後の必須知識として出題しています。
　特に正答率の低かった設問にそのパーセンテージを付しました。
特に記述のないものは60％以上のものがほとんどです。併せて参
考にしてください。
Ａ方式
　現代文の問題の常として、本問中の記述を根拠として説明を求
める問題が中心です。
　問一：ａ③など、漢字問題では同音異義語のある紛らわしい選
択肢に注意しましょう。ｂは正答率が約20％と漢字問題の中で最
も低いものでした。難しいことばですが、硬い文章の中には時折
見かける語です。漢字問題は、解答は選択式ですが、手で書いて
練習するのが習得の近道です。
　問二： 5は第 1段落のまとめとしてふさわしい語句を問うてい
ます。 6は「文字資料」が「制約」をはらむことの言い換えです。空
欄の前後を見るだけでなく、必要に応じてその段落全体や前後の
段落にも目を配りましょう。
　問三：接続詞補充は、段落間の関係にも注目。たとえばイは次
の段落頭「だが」と呼応して、「なるほど～だが…」といったん譲歩
する構文です（正答率は20％台）。エは直後に「補足」とあるように、
補足の段落であることを予告します。
　問四：直後の、箸を使うことの例に即して考えるとわかりやす
いでしょう。
　問五：文の整序問題。イ「こうした」、ロ「この」がそれぞれ何を
受ける代名詞かを考えます。正答率はやや低く、40％台でした。
　問六：直前の段落に記憶が 2種取り上げられていることに注目
しましょう。特に「一人の人間」の記憶にとどまらない「世代を超
えて受け継がれ」る記憶が重視されていることに着目しましょう。
　問七：直前の文に「歴史的実態の解明」とありますが、これこそ
が文献史学・民俗学共通の目的です。正答率はやや低く、30％台
後半でした。
　問八：この段落が問いかけであり、直後 2段落が解答であるこ
とに注意。その本文中の解答は方言の一例に即して書かれていま
すが、選択肢はそれをさらに一般化した形で書かれています。適
切に一般化して書き換えられたものを選びましょう。内容把握と
ともに語彙力も問われます。
　問九：問八と連動しています。方言にとどまらず、「民俗資料」
から「歴史を……引き出す」ための原則が空欄にふさわしい、と気
づけば正答に至ることができます。
　問十：ここでも本文の内容理解とその適切な言い換えであるこ
とを判断する語彙力とが問われます。①は、「一見つながりのない
意外な組み合わせ」が「民俗資料」と「私（たち）自身」という組み合わ
せを指す、等本文と一致します。このようにして判断してゆくと、
②「本質的に適切な特徴を備えているはずの資料」が、文字資料は
「不完全」であり、民俗資料もそれを「補完」するものにすぎないと
する本文に合致しないことがわかるでしょう。正答率は20％強。
　古文は、『古今和歌集』のひとつの和歌を、その成立の由来を説く文
章とともに読む、という問題です。さまざまな情報を組み合わせてひ
とつの和歌（や文章）を読み解く方法は、大学の授業に通じるものです。
とは言え、設問はいずれも基本的なものです。文法（品詞分解や敬語
等）・単語を単体で問うばかりでなく、それらが組み合わされた設問
もありますが、基本が押さえられていれば難しくはないでしょう。
　問一：「に」の識別は、古文読解の能力を問うために頻繁に問わ
れる問題です。基本的な和歌・文章について、品詞分解ができる

ようになっておきましょう。正答率はおおむね 6割以上でしたが、
5がやや低く20％台でした。
　問二：動詞の活用に関する文法問題です。品詞分解に習熟して
いれば難しくないでしょう。
　問三：内容の読解とともに語彙力が問われる問題です。
　問四：基本古語を問う問題です。ハ「一定」は現代語「いってい」
とは異なるのですが、正答率は30％を切っています。「いちぢゃう」
で古語辞典を引いてみましょう。
　問五：基本古語の知識を活用して現代語訳しましょう。「え～（打
消）」、「そこばく」に注意。
　問六：これも現代語訳を問う問題です。「かりそめに」等の単語
に注意。
　問七：省略された主語は誰か、敬語の適切な訳はどれか、を問
う問題です。
　問八：直前の「ことのよし」を受けて「さること」と答えています。
その「ことのよし」は何か、を問う設問です。正答率はやや低く
40％弱でした。
　問九：文学史を含む、総合的な知識・理解を問う問題です。「令」
は「～をして…しむ」と訓読され、使役を表します。漢文の基本的
な知識です。

Ｂ方式
　現代文は、和食文化が日本の地理から受けた影響についての文
章。設問数は多くありませんが、特に問四・問七などは選択肢と
本文とを照らし合わせて丹念に読む必要があり、それなりの解答
時間を要するでしょう。
　問一：ｂ⑤など、同音異義語のある紛らわしい選択肢に注意。
漢字問題は手で書いて練習するとよいでしょう。
　問二：甲が最も正答率が低く、16％でした。現代の硬質な文章
や近代の文章には散見されるものです。「畢」も「竟」も、終わる、
という意味。丙は選択肢にも難語が並びますが、いずれも硬い文
章には登場するものです。文章語を評論文などを通じて学んでお
きましょう。
　問三：傍線部直後にあるように、「文化」が重視されていること
に注意。
　問四：以下、いくつもの段落に渡って具体例が展開します。選
択肢の表現と逐一対照していきましょう。選択肢中の接続表現が
本文中の論理関係に合致しているか、という点にも注意が必要です。
　問五：傍線部が単なる疑問文ではなく、反語であることに注意。
そのことと、「本醸造酒」の価値が本文でどのように説明されてい
たかに着目します。
　問六：本文章はこの「ところで」で大きく前後 2つに分かれます。
文章全体の構成を問う問題です。
　問七：各選択肢のキーワードが本文でどのように説明されてい
るかに注意。
　問八：「刹那」の意味を文脈に即して解釈する問題。
　問九：和食文化とそれを取り巻く日本列島の地理的条件との関
係について、最終的に筆者が提出した意見とは何か、を問う問題。
　古典は、文学的 ･歴史的に著名な人物についての物語であり、
かつ中世の物語であることから、文章の長さに比べて読みやす
かったのではないでしょうか。語彙 ･文法に関する問題はいずれ
も基本的なものです。現代語訳問題も基本的な語彙 ･文法知識を
組み合わせれば解けるでしょう。読解問題は、さらに傍線部前後
を丹念に読むことで正解にたどり着けるものでした。
　問一：「ば」の識別は古文読解の基本知識のひとつです。直前の
活用形（未然形＋バの仮定条件か、それとも已然形＋バの確定条
件か）、終助詞バヤの一部か等に注意。正答率はおおむね80％前

国　語
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後でしたが、 5のみ40％台でした。
　問二：難読語は、読みだけでなく、意味も覚えておきましょう。
古文の「六月（みなづき）」は他の12ヶ月すべての異名とともに覚え
ておくとよいでしょう。現在でも日常の折々に用いられています。
　問三：どちらも学習用古語辞典に基本古語として掲載されてい
る語です。「をこ」のような現代には用いられなくなった語、「あき
る」のような現代とは意味の異なる語は特に問われやすいでしょう。
　問四：古語の音便には、現代と異なるものがあります。マ行四
段活用連用形のウ音便などは、現在では一部方言を除いて見られ
ません。やや正答率が低く、30％を切っています。
　問五：「御曹司」が目の前の人物を見て、弁慶でもなく、天狗で
もないと考えた結果、「鬼神」だという結論に至った、というのが
傍線部です。
　問六：「よし」は仮定を表す副詞。わからない単語に出会ったら

こまめに古語辞典を引きましょう。
　問七：現代語訳とともに、この後の展開にも注目します。「…
と言ふままに、隙間もなくぞかかりける。……半時がほど戦ひけ
れ」と戦いが続いています。
　問八：同じ段落の「あきれて（こそは立ちにけれ）」（問三参照）
や「これほどに…負けたることはいまだなし」などから読み取れる
ことは何でしょうか。
　問九：16は基本的な漢文訓読問題。漢文は、動詞→目的語の語
順です。訓点を正しく書き入れられる語順であるか、を確認しま
しょう。
　問十：18の「御曹司」が誰であるのかを問う問題は正答率がほぼ
95％に達しました。一方、20の文学史に関する問題は正答率約
78％と、やや差が開きました。
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こ
こ
で
厄
介
な
の
が
、
私
た
ち
に
「
歴
史
」
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
良
い
と
し
て
、⑶
そ
の
「
歴
史
」
を
一
体
ど
う
や
っ
て
引
き
出
す

の
か
、
と
い
う
難
題
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
私
た
ち
に
「
歴
史
」
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
よ
う
が
、
そ
の
ふ
る
ま
い
は
ど
こ
ま
で
も
「
現
在
」
に

属
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
が
ス
マ
ホ
な
ら
ア
プ
リ
の
製
造
元
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
済
む
話
だ
が
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
に
刻
み
込
ま
れ
た
「
歴

史
」
は
、Ⅲ
製
造
元
も
製
造
時
期
も
不
透
明
き
わ
ま
り
な
い
。
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

か
ぎ
ゅ
う
こ
う

柳
田
國
男
は
、
そ
の
読
み
解
き
の
可
能
性
を
『
蝸
牛
考
』（
一
九
三
〇
）
で
鮮
や
か
に
提
示
し
た
。「
蝸
牛
」
と
は
、「
♪
デ
ン
デ
ン
ム
シ
ム
シ
、

カ
タ
ツ
ム
リ
」
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
こ
と
。
柳
田
は
、
こ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
を
何
と
呼
ぶ
か
、
全
国
各
地
の
報
告
を
取
り
集
め
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

歴
史
的
に
日
本
文
化
の
中
心
で
あ
る
京
都
と
そ
の
周
辺
で
は
「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
（
デ
デ
ム
シ
）」
が
主
流
だ
が
、
東
西
に
や
や
離
れ
て
い
く
と
「
マ

イ
マ
イ
」
が
、
さ
ら
に
離
れ
て
い
く
と
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
が
、
さ
ら
に
離
れ
て
い
く
と
「
ツ
ブ
リ
」
が
、
最
後
に
、
東
北
の
端
と
南
西
の
端
に
い
く

み
い
だ

も

こ
の
よ
う

と
「
ナ
メ
ク
ジ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
分
布
傾
向
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
柳
田
は
い
う
。「
若
し
日
本
が
此
様
な
細
長
い
島
で
無
か
っ
た

お
お
よ
そ

ら
、
方
言
は
大
凡
近
畿
を
ぶ�

ん�

ま�

わ�

し�

﹇
コ
ン
パ
ス
﹈
の
中
心
と
し
て
、
段
々
に
幾
つ
か
の
圏
を
描
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」（「
蝸
牛
考
（
二
）」『
人

類
学
雑
誌
』
四
二
巻
五
号
、
一
九
二
七
、
一
六
六
頁
。
現
代
仮
名
づ
か
い
に
変
更
し
た
）。
カ
タ
ツ
ム
リ
の
方
言
分
布
は
、
京
都
を
中
心
と
し
た
同

心
円
と
見
な
し
う
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
水
の
ハｄ
モ
ン
が
中
心
か
ら
周
辺
へ
広
が
っ
て
い
く
様
に
な
ぞ
ら
え
、
中
心
部
が
よ
り
新
し
く
、
周

辺
が
よ
り
古
い
と
い
う
時
代
差
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
空
間
的
差
異
か
ら
時
間
的
推
移
を
捉
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
わ
け
だ
。

ま
れ

エ

、
早
く
も
補
足
し
て
お
く
と
、
こ
の
よ
う
な
「
き
れ
い
な
」
同
心
円
分
布
が
見
い
だ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
実
際
に
は
稀
で
あ
り
、
カ
タ

つ
か

ツ
ム
リ
の
方
言
分
布
そ
れ
自
体
も
異
論
の
余
地
が
あ
る
。
と
は
い
え
、

Ｙ

と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
認
め
て
お
い
て
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
。

「
民
俗
資
料
」
は
、
そ
れ
自
体
は
ど
こ
ま
で
も
「
現
在
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
「
歴
史
」
が
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、

そ
の
「
歴
史
」
は
単
体
か
ら
は
不
可
視
だ
が
、
大
量
の
比
較
を
通
じ
て
空
間
差
か
ら
時
間
差
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
こ
に
、「
特
別

な
人
々
」
の
「
特
別
な
出
来
事
」
の
記
録
た
る
文
字
資
料
の
不
完
全
性
を
補
完
し
得
る
、「
普
通
の
人
々
」
の
「
日
々
の
暮
ら
し
」
そ
の
も
の
で
あ

る
「
民
俗
資
料
」、
す
な
わ
ち
、「
私
（
た
ち
）
と
い
う
資
料
」
の
可
能
性
が
立
ち
上
が
る
わ
け
だ
。
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「
日
々
の
暮
ら
し
」
を
解
き
明
か
す
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
は
、
不
完
全
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
け
加
え
て
お
く
と
、
こ
う
し
た
柳
田
の
史
学
批
判
は
、
そ
の
後
、
文
献
史
学
に
お
い
て
も
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
近
世
農
民
に
つ
い
て
い
え
ば
、
多
様
な
文
献
資
料
の
多
角
的
な
読
解
か
ら
歴
史
的
実
態
の
解
明
が
進
み
、「
一
揆
嗷
訴
」
と
「
風
水
虫

害
」
に
終
始
す
る
農
民
像
は
、
も
は
や
過
去
の
も
の
と
い
っ
て
良
い
。⑵
こ
う
し
た
文
献
史
学
の
進
展
は
、
民
俗
学
に
と
っ
て
も
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
進
展
に
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
、
民
俗
学
の
側
の
さ
ら
な
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

と
は
い
え
、
文
字
資
料
の
原
理
的
な
制
約
は
制
約
と
し
て
残
り
続
け
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
話
を
進
め
よ
う
。

ひ
ら

「
文
字
資
料
」
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
限
界
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
限
界
を
突
破
す
る
た
め
に
、
新
た
な
資
料
のｂ
ヨ
ク
ヤ
が
切
り
拓
か
れ
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
見
い
だ
さ
れ
た
の
が
「
民
俗
資
料
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
。「
普
通
の
人
々
」
の
「
日
々
の
暮
ら
し
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

極
論
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
暮
ら
し
を
営
む
私
（
た
ち
）
自
身
の
こ
と
だ
。

な
に
ゆ
え
私
た
ち
が
「
資
料
」
な
の
か
。
順
を
追
っ
て
説
明
し
よ
う
。

Ｘ

た
と
え
ば
、「
箸
を
使
う
」
と
い
う
日
々
繰
り
返
す
当
た
り
前
の
所
作
も
、
決
し
て
今
こ
の
瞬
間
に
自
ら
発
明
し
た
も
の
で
は
な
く
、
周
囲
の
年
長

者
た
ち
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
年
長
者
た
ち
も
そ
の
ま
た
年
長
者
た
ち
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
と
い
う
具
合
に
、
は
る
か
以
前

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
葉
も
そ
う
だ
。
私
た
ち
は
、
い
ま
こ
の
瞬
間
に
語
り
な
が
ら
も
、
そ
の
大
部
分
は
自
分
で
は
な
い
過
去
の
人
々
が
作
り
、

使
い
、
伝
え
て
き
た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
日
々
の
ふ
る
ま
い
は
、
い
ま
現
在
の
出
来
事
で
あ
り
な
が
ら
、
本
当
に
自
ら
の
発
明
発
見

で
あ
る
部
分
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
そ
の
大
部
分
を
過
去
の
人
々
に
イｃ
キ
ョ
し
て
い
る
。
私
た
ち
自
身
が
「
歴
史
」
を
宿
し
た
「
資
料
」
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
の
こ
と
だ
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
例
え
る
な
ら
、
私
た
ち
は
、
無
数
のⅠ
ア
プ
リ
をⅡ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
ス
マ
ホ
の
よ
う
な
も
の
、
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

無
数
の
ア
プ
リ
が
起
動
す
る
ス
マ
ホ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
様
々
な
ふ
る
ま
い
が
出
来
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
大
半
は
外
部
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

た
ア
プ
リ
の
よ
う
な
も
の
の
は
た
ら
き
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
い
う
操
作
を
通
じ
て
、
必
ず
「
歴
史
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
。
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�
�

ぜ
い
じ
ゃ
く

の
一
部
分
あ
る
い
は
一
側
面
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
変
換
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
固
有
の
強
度
と
脆
弱
性
を
持
つ
こ
と
も
可

お

能
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
お
こ
う
）。
さ
ら
に
先
を
急
ぐ
と
、
文
字
（
記
号
）
を
扱
う
の
が
文
献
史
学
（
歴
史
学
）、
モ
ノ
を
扱

う
の
が
考
古
学
、（
身
体
的
）
記
憶
を
扱
う
の
が
民
俗
学
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
う
ち
、「
普
通
の
人
々
」
の
「
日
々
の
暮
ら
し
」
を
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
ど
れ
か
、
と
い
う
こ

と
が
問
題
と
な
る
。
通
常
、
歴
史
を
調
べ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
史
料
す
な
わ
ち
文
字
資
料
だ
ろ
う
。

イ

文
字
資
料
は
、
文
字
を
読

む
こ
と
で
過
去
の
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

ウ

、
往
々
に
し
て
年
月
日
ま
で
記
さ
れ
、
過
去
を
知
る
に
は
す
こ
ぶ
る
便
利
な
素
材
で

あ
る
。
歴
史
学
が
実
質
的
に
文
献
史
学
す
な
わ
ち
文
字
資
料
の
学
で
あ
る
こ
と
も
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

た
ど

だ
が
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
で
良
い
の
か
。
そ
こ
か
ら
「
普
通
の
人
々
」
の
「
日
々
の
暮
ら
し
」
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
の
が
こ
こ

で
の
問
い
だ
。
そ
し
て
柳
田
國
男
は
、
こ
れ
に
「
否
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

く
に

い
っ
き
ご
う
そ

「
愛
す
べ
き
わ
が
邦
の
農
民
の
歴
史
を
、
た
だ
一
揆
嗷
訴
と
風
水
虫
害
等
の
連
続
の
ご
と
く
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
遠
慮
な
く
言
う
な
ら
ば
記
録

文
書
主
義
の
罪
で
あ
る
」（『
国
史
と
民
俗
学
』
一
九
四
四
﹇
ち
く
ま
文
庫
版
全
集
26
、
四
一
八
頁
﹈）。
柳
田
は
そ
うａ
カ
ッ
パ
し
た
。「
天
災
に
苦
し

み
、
一
揆
に
荒
れ
狂
う
」
と
い
う
農
民
像
は
、
あ
く
ま
で
文
字
資
料
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
。
な
ぜ
か
。
文
字
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
す
な
わ
ち
文
字
を
読

み
書
き
す
る
能
力
の
あ
る
者
の
み
が
残
せ
る
資
料
で
あ
り
、
そ
の
能
力
は
時
代
を
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
「
特
別
な
人
々
」
に
限
ら
れ
て
い
く
。
し
か
も
、

書
き
記
さ
れ
る
内
容
は
、
当
た
り
前
に
繰
り
返
さ
れ
る
「
日
々
の
暮
ら
し
」
よ
り
も
、
書
き
残
そ
う
と
す
る
意
志
の
は
た
ら
く
「
特
別
な
出
来
事
」

に
傾
い
て
い
く
。

農
民
像
に
即
し
て
い
う
と
、
近
世
の
農
民
に
つ
い
て
書
き
残
す
の
は
読
み
書
き
能
力
を
有
す
る
支
配
階
層
が
ほ
と
ん
ど
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
最
大

の
関
心
は
年
貢
が
き
ち
ん
と
上
が
っ
て
く
る
こ
と
、
も
し
何
か
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
生
ず
る
と
、
や
れ
「
一
揆
嗷
訴
」
だ
「
風
水
虫
害
」
だ
と
、
大
慌

て
で
収
入
の
危
機
を
文
字
に
記
す
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
残
さ
れ
た
文
字
資
料
か
ら
、「
天
災
に
苦
し
み
、
一
揆
に
荒
れ
狂
う
」
農
民
像
が
出
来

上
が
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
文
字
資
料
と
い
う

6

を
通
し
た
近
世
農
民
の
一
側
面
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
全
体
像
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
文
字

は
便
利
で
は
あ
る
が
、「
特
別
な
人
々
」
に
よ
る
「
特
別
な
出
来
事
」
の
記
録
と
い
う
本
質
的
制
約
を
は
ら
み
、
ゆ
え
に
「
普
通
の
人
々
」
の
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

19

。

ま
ず
、
民
俗
学
の
目
的
は
何
か
。
普
通
の
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
、
そ
れ
が
現
在
に
至
っ
た
来
歴
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
日

や
な
ぎ
た
く
に
お

本
民
俗
学
の
創
始
者
・
柳
田
國
男
の
考
え
で
あ
る
。
世
の
中
を
よ
り
良
く
改
め
る
に
は
、
現
状
が
い
か
に
し
て
産
み
出
さ
れ
、
問
題
点
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
認
識
な
く
し
て
は
改
良
す
る
こ
と
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
未
来
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
現
在
と
そ

け
い
せ
い
さ
い
み
ん

お
さ

す
く

き

と

れ
を
生
み
出
し
た
過
去
を
正
し
く
知
る
こ
と
。
そ
れ
が
、「
経
世
済
民
」

世
を
経
め
民
を
済
う

を
掲
げ
た
柳
田
民
俗
学
の
企
図
な
の
だ
。

（
中
略
）

「
普
通
の
人
々
」
の
「
日
々
の
暮
ら
し
」、
そ
の

5

を
考
え
る
の
が
民
俗
学
の
目
的
だ
と
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
対
象
に
よ
る
べ
き

だ
ろ
う
か
。

試
み
に
、
い
ま
、
こ
こ
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
が
、
一
〇
〇
年
後
に
ど
の
よ
う
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
想
像
し
て
み
よ

う
。
ま
ず
、
私
た
ち
自
身
が
書
き
残
し
た
文
字
、
私
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
書
き
記
さ
れ
た
文
字
（
戸
籍
や
成
績
表
や
源
泉
徴
収
票
や
ら
）
が
一
〇
〇
年

後
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
十
分
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
未
来
に
伝
え
ら
れ
る
資
料
と
し
て
、
文
字
（
記
号
）
は
第
一
に
推
す
べ
き
も
の

だ
。だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
道
具
、
施
設
と
い
っ
た
モ
ノ
も
、
私
た
ち
の
生
活
を
後
世
に
伝
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。

ほ
か
に
も
、
人
々
の
脳
裏
に
刻
み
込
ま
れ
た
記
憶
も
、
一
〇
〇
年
後
に
伝
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
一
人
の
人
間
が
直
接
伝
え
る
こ
と
が
困
難

で
も
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
、
後
の
世
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ア

、
時
を
超
え
て
伝
わ
る
資
料
は
、
文
字
（
記
号
）、
モ
ノ
、⑴（
身
体
的
）
記
憶
の
三
種
に
大
別
で
き
る
（
そ
し
て
、
こ
の
三
種
の
記
録

国
語
①

右ページから問題開始 5

四
校
紙―50―

1

国語①2023 Ａ方式

２３１００１Ｊ１ Page 1 2022.10.04 14.56.31

２３１００１Ｊ１_1

国語〔Ａ方式 11/20〕



63

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

ｃ

3

イ
キ
ョ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

助
言
を
ケ
ン
キ
ョ
に
聞
く
。

�

好
き
な
人
の
イ
ッ
キ
ョ
イ
チ
ド
ウ
が
気
に
な
る
。

�

提
案
を
キ
ョ
ヒ
す
る
。

�

地
元
を
キ
ョ
テ
ン
に
活
動
す
る
。

	

目
的
地
ま
で
の
キ
ョ
リ
を
測
る
。

ｄ

4

ハ
モ
ン

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

ゼ
ン
ダ
イ
ミ
モ
ン
の
事
件
。

�

専
門
家
の
会
議
に
シ
モ
ン
す
る
。

�

カ
モ
ン
を
羽
織
に
染
め
る
。

�

モ
ン
ガ
イ
カ
ン
な
の
で
判
断
で
き
な
い
。

	

モ
ン
ゴ
ン
を
修
正
す
る
。
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�
��
�

�
�

（
菊
池
暁
『
民
俗
学
入
門
』
に
よ
る
）

　問
一

線
部
ａ
〜
ｄ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

4

。

ａ

1

カ
ッ
パ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

機
械
油
は
ジ
ュ
ン
カ
ツ
を
良
く
す
る
。

�

時
間
が
な
い
の
で
こ
こ
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

�

書
類
を
イ
ッ
カ
ツ
し
て
送
る
。

�

手
を
振
っ
て
カ
ッ
サ
イ
に
応
え
る
。

	

平
和
を
カ
ツ
ボ
ウ
す
る
。

ｂ

2

ヨ
ク
ヤ

�����������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

ヨ
ク
ヨ
ウ
の
な
い
話
し
方
。

�

改
革
の
イ
チ
ヨ
ク
を
担
う
。

�

富
に
対
し
て
ゴ
ウ
ヨ
ク
だ
。

�

ヒ
ヨ
ク
な
土
地
。

	

夕
食
前
に
ニ
ュ
ウ
ヨ
ク
を
済
ま
せ
る
。
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�
�

問
四

線
部
Ⅰ
〜
Ⅲ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
例
え
た
も
の
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

11

〜

13

。

Ⅰ

ア
プ
リ

11

Ⅱ

イ
ン
ス
ト
ー
ル

12

Ⅲ

製
造
元

13

�

過
去
の
人
々

�

後
天
的
学
習

�

作
法

�

資
料

�

日
常
生
活

�

発
明
発
見

�

私
た
ち

問
五

次
の
イ
〜
ホ
は
、

Ｘ

に
入
る
文
を
、
順
不
同
で
並
べ
た
も
の
で
す
。
最
も
適
当
な
順
番
に
並
べ
た
時
に
、
二
番
目
と
四
番
目
に
来

る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
を
、
後
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

イ

こ
う
し
た
一
連
の
ふ
る
ま
い
は
生
物
学
的
本
能
で
は
な
く
、
後
天
的
学
習
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。

ロ

こ
の
日
常
生
活
は
、
無
数
の
作
法
の
組
み
合
わ
せ
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

ハ

し
か
も
、
こ
う
し
た
所
作
は
、
い
ま
現
在
の
行
為
で
あ
り
な
が
ら
、
確
実
に
「
歴
史
的
深
度
」
を
有
し
て
い
る
。

ニ

私
た
ち
は
「
日
々
の
暮
ら
し
」
を
営
ん
で
い
る
。

ホ

朝
起
き
て
、
顔
を
洗
っ
て
、
歯
を
み
が
い
て
服
を
着
る
。

二
番
目

四
番
目

�

イ

ホ

�

ニ

ロ

�

ホ

ハ

�

ホ

ロ

�

ロ

イ
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問
二

5

、

6

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。

5

�����������

�

栄
光
と
没
落

�

来
し
方
行
く
末

�

車
の
両
輪

�

事
の
成
否

�

出
来
不
出
来

6

�����������

�

オ
ブ
ラ
ー
ト

�

サ
イ
ク
ル

�

フ
ィ
ル
タ
ー

�

コ
ン
セ
プ
ト

�

リ
ス
ク

問
三

ア

〜

エ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ

記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は

ア

が

7

、

イ

が

8

、

ウ

が

9

、

エ

が

10

。

�

い
ま
な
お

�

し
か
も

�

た
だ
し

�

た
と
え
ば

�

な
る
ほ
ど

	

ま
と
め
る
と

5
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62

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
十

問
題
文
に
お
け
る
論
の
進
め
方
の
説
明
と
し
て
、
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

19

。

�

一
見
つ
な
が
り
の
な
い
意
外
な
組
み
合
わ
せ
を
提
示
し
、
二
者
の
間
を
順
序
だ
っ
た
説
明
や
比
喩
に
よ
り
結
び
つ
け
て
い
く
と
と
も
に
、

柳
田
國
男
の
有
名
な
考
察
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
俗
学
が
ど
の
よ
う
に
目
的
を
達
成
す
る
の
か
を
総
合
的
に
解
説
し
て
い
る
。

か

�

柳
田
國
男
に
よ
る
痛
烈
な
史
学
批
判
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
筆
者
な
り
に
嚙
み
砕
い
た
説
明
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
質
的
に

適
切
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
は
ず
の
研
究
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
抽
出
す
る
困
難
さ
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
。

�

多
く
の
読
者
に
と
っ
て
新
し
い
と
思
わ
れ
る
考
え
方
を
説
明
す
る
た
め
、
そ
の
核
心
部
分
を
身
近
な
も
の
に
例
え
、
か
つ
例
え
た
も
の
と

の
相
違
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
民
俗
学
が
抱
え
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

�

民
俗
学
が
目
指
す
も
の
を
最
初
に
明
示
し
、
そ
の
達
成
に
役
立
つ
可
能
性
の
あ
る
資
料
の
種
類
を
列
挙
し
た
後
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ

が
最
適
で
あ
る
理
由
を
多
角
的
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
学
問
分
野
の
重
要
な
考
え
方
を
読
者
に
示
し
て
い
る
。

�

柳
田
國
男
の
文
章
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
普
通
の
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
を
考
え
る
際
の
文
献
資
料
の
難
点
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
分

析
手
法
の
高
度
化
に
よ
る
難
点
克
服
の
試
み
に
も
言
及
し
、
読
者
が
単
純
す
ぎ
る
理
解
に
陥
る
こ
と
を
防
い
で
い
る
。

（
国
語
①
問
題

お
わ
り
）

5
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問
八

線
部
⑶
「
そ
の
『
歴
史
』
を
一
体
ど
う
や
っ
て
引
き
出
す
の
か
、
と
い
う
難
題
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
難
題
に
対
す
る
筆
者
の
答
え

と
し
て
問
題
文
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

�

あ
る
現
象
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
変
異
体
の
分
布
か
ら
歴
史
的
変
遷
を
推
測
す
る
。

�

様
々
な
方
言
に
お
け
る
語
彙
を
分
析
し
、
各
方
言
の
話
者
の
日
常
生
活
を
描
写
す
る
。

�

同
心
円
状
に
分
布
す
る
現
象
を
収
集
し
、
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
で
歴
史
を
抽
出
す
る
。

�

普
通
の
人
々
の
日
常
の
所
作
を
、
年
長
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
遡
っ
て
い
く
。

�

無
数
の
史
料
を
様
々
な
角
度
か
ら
調
査
し
、
特
別
な
人
々
の
特
別
な
歴
史
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
。

問
九

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
一
文
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

�

「『
私
た
ち
』
か
ら
歴
史
を
見
出
す
の
に
文
献
資
料
は
無
用
で
あ
る
」

�

「
あ
る
事
象
の
分
布
は
そ
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
」

�

「
方
言
は
最
も
有
用
な
『
民
俗
資
料
』
の
一
つ
で
あ
る
」

�

「
方
言
は
お
お
む
ね
同
心
円
状
に
分
布
し
て
い
る
」

�

「
民
俗
学
の
方
法
論
で
は
比
較
と
抽
出
が
要
と
な
る
」

5
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問
六

線
部
⑴
「（
身
体
的
）」
と
あ
り
ま
す
が
、
か
っ
こ
に
入
れ
て
こ
の
言
葉
を
補
足
し
て
い
る
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

�

親
子
や
兄
弟
姉
妹
で
所
作
振
る
舞
い
が
似
て
く
る
よ
う
に
、
人
間
の
行
動
は
生
物
学
的
記
憶
と
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
。

�

個
人
の
身
体
に
は
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
特
徴
が
見
ら
れ
、
そ
の
特
徴
を
遺
伝
的
記
憶
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

�

茶
道
や
武
道
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
に
お
け
る
所
作
の
き
ま
り
も
、
歴
史
学
の
研
究
対
象
と
な
り
う
る
か
ら
。

�

個
人
内
の
記
憶
や
世
代
を
超
え
た
記
憶
は
、
言
葉
で
は
な
く
行
動
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
。

�

一
人
一
人
の
身
体
の
動
き
、
す
な
わ
ち
振
る
舞
い
が
集
ま
っ
て
社
会
の
動
き
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
。

問
七

線
部
⑵
「
こ
う
し
た
文
献
史
学
の
進
展
は
、
民
俗
学
に
と
っ
て
も
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

�

「
多
様
な
文
献
資
料
の
多
角
的
な
読
解
」
こ
そ
が
、
民
俗
学
の
研
究
方
法
の
本
質
と
言
え
る
か
ら
。

�

「
普
通
の
人
々
」
の
「
日
々
の
暮
ら
し
」
の
来
歴
は
、
文
献
史
学
の
進
展
が
な
け
れ
ば
解
明
で
き
な
い
か
ら
。

�

世
代
間
で
引
き
継
が
れ
る
言
葉
や
行
動
を
文
献
の
中
に
つ
ぶ
さ
に
見
出
す
こ
と
で
、
民
俗
学
も
進
展
し
う
る
か
ら
。

�

農
民
像
の
詳
細
か
つ
正
確
な
把
握
が
、
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
民
俗
学
の
有
用
性
を
際
立
た
せ
る
か
ら
。

�

歴
史
学
と
民
俗
学
の
相
互
作
用
が
、
人
々
の
過
去
の
暮
ら
し
の
実
態
を
解
明
す
る
の
に
寄
与
す
る
か
ら
。
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61

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�

�
�

こ
の
歌
の
心
は
、
山
路
の
菊
の
露
に
ぬ
れ
た
る
袖
の
、
ほ
す
ほ
ど
も
い
ま
だ
な
き
ひ
ま
に
、
い
か
で
か
我
は
千
歳
を
へ
に
け
む
と
な
り
。
ぬ
れ
て

ほ
す
は
、
山
路
の
菊
を
わ
け
行
き
、
か
の
菊
の
露
に
ぬ
る
る
義
な
り
。
そ
の
露
に
ぬ
れ
た
る
袖
の
、
い
ま
だｃ
ひ
ぬ
ひ
ま
に
千
代
を
へ
た
り
と
い
ふ
な

り
。

（『
古
今
集
註
』
に
よ
る
）

【
Ｃ
】ぬ

れ
て
ほ
す
山
路
の
菊
の
つ
ゆ
の
ま
に
い
つ
か
千
歳
を
我
は
へ
に
け
む

た
だ

「
い
つ
か
」
と
は
、
早
晩
と
書
く
な
り
。「
我
は
へ
に
け
む
」
と
は
、
唯
う
ち
も
読
む
べ
し
。
素
性
、
仙
人
な
る
よ
し
、
分
明
な
り
。
さ
て
、
か

き
や
う

く
の
ご
と
く
「
我
は
」
と
詠
む
か
。
仙
人
た
る
こ
と
は
、
家
隆
卿
の
歌
に
素
性
現
じ
て
、「
我
は
仙
人
な
り
。
今
も
仙
郷
に
あ
り
」
と
て
、

よ
は
ひ
齢
な
き
体
あ
り
し
と
な
り
。ハ
一
定
身
上
を
「
我
は
へ
に
け
む
」
と
詠
む
な
り
。

（『
蓮
心
院
殿
説
古
今
集
註
』
に
よ
る
）

注
1

仙
宮
＝
仙
人
の
住
む
宮
殿
。「
仙
家
」「
仙
室
」
に
同
じ
。

注
2

淮
南
王
劉
安
＝
中
国
前
漢
の
高
祖
の
孫
。
仙
薬
を
服
し
仙
人
に
な
っ
て
昇
天
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
残
っ
た
仙
薬
を
な
め
た
犬
や
鶏
ま
で
昇
天
し
た
、
と
い
う

話
が
伝
わ
る
。

問
一

線
部
1
〜
8
（
解
答
番
号
同
じ
）
の
「
に
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

�

格
助
詞

�

接
続
助
詞

�

副
詞
の
一
部

�

形
容
動
詞
の
連
用
形
の
活
用
語
尾

�

完
了
の
意
味
の
助
動
詞
の
連
用
形

�

断
定
の
意
味
の
助
動
詞
の
連
用
形

5
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�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

�

次
の
【
Ａ
】
は
、『
古
今
和
歌
集
』
に
載
る
素
性
法
師
の
和
歌
、【
Ｂ
】
と
【
Ｃ
】
は
、
そ
の
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
す
。
そ
れ
ら
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

29

。

【
Ａ
】

注
1仙

宮
に
菊
を
わ
け
て
人
の
い
た
れ
る
か
た
を
詠
め
る

素
性
法
師

ち
と
せ

ぬ
れ
て
ほ
す
山
路
の
菊
の
つ
ゆ
の
ま
に
い
つ
か
千
歳
を
我
は
へ1
に
け
む

（『
古
今
和
歌
集
』
に
よ
る
）

【
Ｂ
】

わ
い
な
ん

り
う
あ
ん

い

せ
う
え
う

昔
、
も
ろ
こ
し
に
、注
2

淮
南
王
劉
安
、
ふ
か
き
山
よ
り
な
が
れ
出
で
た
る
川
の
ほ
と
り
に
逍
遙
し
け
り
。
こ
の
川
に
美
し
き
さ
か
づ
き
の
流
れ
け
る

を
見
て
、
こ
の
川
上
に
も
人
の
す
む2
に
こ
そ
と
ふ
し
ぎ
に
お
ぼ
え
て
、
川
ば
た
に
付
き
て
た
づ
ね
上
る3
に
、Ａ
え
も
い
は
ぬ
菊
の
、
そ
こ
ば
く
咲
き
み

い
は

だ
れ
た
る
を
わ
け
行
き
て
見
る
に
、イ
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
仙
家
あ
り
。
仙
人
、
ま
ど
ゐ
し
て
薬
を
合
は
す
る
な
り
け
り
。
仙
人
曰
く
、「
い
か
に
し
て
こ

う
ん
ぬ
ん

な
ん
ぢ

こ
に
は
来
た
り
つ
る
ぞ
」
と
云
々
。
客
曰
く
「
し
か
し
か
」
と
、
あ
り
の
ま
ま
に
か
た
り
け
れ
ば
、「
さ
て
は
、
汝
、
こ
の
所
に
縁
あ
る4
に
こ
そ
あ

り
け
れ
。
こ
こ
は
仙
宮
な
り
。
山
路
の
菊
を
汝
が
わ
け
つ
る
と
き
、
菊
の
露
の
し
た
た
り
に
あ
た
る
ゆ
ゑ5
に
、
す
で6
に
一
千
歳
を
へ
た
り
」
と
云
々
。

客
曰
く
、「
こ
の
仰
せ
す
こ
ぶ
る
ふ
し
ぎ
な
り
。
我
こ
こ
へ
来
つ
る
と
き
、
わ
づ
か7
に
片
時
な
り
。
何
の
ゆ
ゑ
に
一
千
歳
をａ
ふ
べ
き
や
。Ｂ
こ
こ
に
と

ま
り
侍
ら
む
こ
と
し
か
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
ふ
る
里
を
ば
か
り
そ
め
に
立
ち
出
で
し
あ
と
の
こ
と
も
お
ぼ
つ
か
な
し
。
立
ち
か
へ
り
て
見
て
、Ｃ
か

へ
り
ま
う
で
来
む
」
と
て
、
仙
薬
を
合
は
す
る
こ
と
は
し
り
た
り
け
る
を
、
取
り
て
、
我
も
く
ひ
、ｂ
ぐ
し
た
り
け
る
犬
に
も
く
は
せ
て
、
か
へ
り
き

て
ふ
る
里
を
見
れ
ば
、
跡
か
た
な
く
な
れ
り
。
昔
、
山
な
り
し
所
は
海
と
な
り
、
海
は
山
と
な
れ
り
。
わ
が
家
は
、
跡
か
た
な
く
な
り
て
う
せ
た
り
。

よ
は
ひ
八
十
余
ば
か
り
な
る
老
翁
の
あ
る
に
、
こ
と
の
よ
し
を
と
へ
ば
、「Ｄ
さ
る
こ
と
は
、
わ
れ
ら
が
七
世
の
お
ほ
ぢ
の
代8
に
こ
そ
承
り
及
べ
れ
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、
さ
て
、ロ
ち
か
ら
な
く
て
、
ま
た
も
と
の
仙
室
へ
か
へ
り
き
て
、
仙
人
と
な
れ
り
。
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�
�

�
�

問
五

線
部
Ａ
「
え
も
い
は
ぬ
菊
の
、
そ
こ
ば
く
咲
き
み
だ
れ
た
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
情
景
を
記
述
し
た
も
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

�

美
し
い
と
は
と
て
も
言
い
難
い
菊
が
非
常
に
多
く
咲
き
乱
れ
て
い
る
情
景
。

�

感
嘆
を
禁
じ
得
な
い
菊
が
ど
こ
ま
で
も
果
て
な
く
咲
き
乱
れ
て
い
る
情
景
。

�

ど
こ
と
な
く
奥
ゆ
か
し
げ
な
菊
が
あ
た
り
一
面
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
情
景
。

�

言
い
よ
う
の
な
い
く
ら
い
見
事
な
菊
が
た
く
さ
ん
咲
き
乱
れ
て
い
る
情
景
。

い
わ

�

何
や
ら
曰
く
あ
り
そ
う
な
菊
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
情
景
。

問
六

線
部
Ｂ
「
こ
こ
に
と
ま
り
侍
ら
む
こ
と
し
か
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
ふ
る
里
を
ば
か
り
そ
め
に
立
ち
出
で
し
あ
と
の
こ
と
も
お
ぼ
つ
か

な
し
」
と
は
、
ど
う
い
う
思
い
を
述
べ
た
も
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

�

こ
う
し
て
ず
っ
と
仙
宮
に
と
ど
ま
る
の
が
恐
ら
く
よ
い
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
何
気
な
く
出
て
き
た
ふ
る
里
に
別
れ
を
告
げ
て
も
き
た
い
、

と
い
う
思
い
。

�

も
う
長
ら
く
仙
宮
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
、
少
し
前
に
出
て
き
た
は
ず
の
ふ
る
里
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
確
か
め
た
い
、

と
い
う
思
い
。

�

仙
宮
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
の
は
望
む
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ち
ょ
っ
と
思
い
立
ち
出
て
き
た
ふ
る
里
の
こ
と
も
気
が
か
り
で
あ
る
、

と
い
う
思
い
。

�

仙
宮
に
と
ど
ま
り
続
け
る
べ
き
で
あ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
一
旦
出
て
き
た
ふ
る
里
の
後
始
末
も
ど
う
に
か
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
、

と
い
う
思
い
。

も
は
や

�

最
早
こ
の
ま
ま
仙
宮
に
と
ど
ま
り
続
け
る
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
ほ
ん
の
軽
い
気
持
ち
で
出
て
き
た
ふ
る
里
の
行
く
末
も
心
配
だ
、

と
い
う
思
い
。
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�
�

�
��

�
�

�
�

問
二

線
部
ａ
「
ふ
」、
ｃ
「
ひ
」
に
つ
い
て
の
、
次
の
文
法
的
説
明
の

9

〜

12

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な

も
の
を
、

9

・

11

に
つ
い
て
は
後
の
Ａ
群
の
�

〜
�

の
中
か
ら
、

10

・

12

に
つ
い
て
は
後
の
Ｂ
群

の
�

〜
�

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

ａ
「
ふ
」
＝
ハ
行

9

活
用
動
詞
の

10

形

ｃ
「
ひ
」
＝
ハ
行

11

活
用
動
詞
の

12

形

Ａ
群
〔

�

四
段

�

上
一
段

�

上
二
段

�

下
一
段

�

下
二
段

〕

Ｂ
群
〔

�

未
然

�

連
用

�

終
止

�

連
体

�

已
然

�

命
令

〕

問
三

線
部
ｂ
「
ぐ
」
に
相
当
す
る
漢
字
が
当
て
ら
れ
な
い
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

13

。

�

ぐ
足

�

ぐ
奉

�

ぐ
申

�

ぐ
象

�

ぐ
合

問
四

線
部
イ
「
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
」、
ロ
「
ち
か
ら
な
く
て
」、
ハ
「
一
定
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

〜

16

。

14

イ
「
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
」

に
ぎ

�

立
派
そ
う
な

�

恐
ろ
し
そ
う
な

�

不
吉
そ
う
な

�

楽
し
そ
う
な

�

賑
や
か
そ
う
な

15

ロ
「
ち
か
ら
な
く
て
」

�

力
及
ば
ず

�

が
っ
か
り
し
て

�

気
力
が
失
せ
て

�

諦
め
て

�

ど
う
し
よ
う
も
な
く
て

16

ハ
「
一
定
」

�

い
つ
で
も

�

確
か
に

�

仮
に

�

相
変
わ
ら
ず

�

も
し
か
す
る
と
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60

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

23

�

涙
を
流
し
て
い
る
間

�

全
く
知
ら
な
い
間

�

咲
い
て
い
る
間

�

ご
く
わ
ず
か
の
間

�

長
い
年
月
の
間

24

�

掛
詞

�

序
詞

�

枕
詞

�

縁
語

�

折
句

25

�

体
験

�

見
聞

�

感
動

�

本
性

�

苦
悩

26

�

二
百

�

二
百
五
十

�

三
百

�

三
百
五
十

�

四
百

27

�

源
実
朝

�

藤
原
公
任

�

在
原
業
平

�

能
因
法
師

�

藤
原
定
家

28

�

人
日

�

上
巳

�

端
午

�

重
陽

�

七
夕

（
2
）

線
部
の
白
文
「
云
令
人
長
寿
」
の
訓
読
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

29

。

�

令
人
を
長
寿
に
す
と
云
ふ

�

令
人
を
し
て
長
寿
せ
し
む
と
云
ふ

�

人
に
令
し
て
長
寿
た
ら
し
む
と
云
ふ

�

人
に
令
し
て
長
寿
せ
し
む
と
云
ふ

�

人
を
長
寿
に
す
と
云
ふ

�

人
を
し
て
長
寿
た
ら
し
む
と
云
ふ

（
国
語
②
問
題

お
わ
り
）
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�
�
�
�
�

問
九

問
題
文
【
Ａ
】
〜
【
Ｃ
】
に
つ
い
て
記
し
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
（
1
）・（
2
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
題
文
【
Ａ
】
の
場
合
、
素
性
法
師
の
歌
「
ぬ
れ
て
ほ
す
山
路
の
菊
の
つ
ゆ
の
ま
に
い
つ
か
千
歳
を
我
は
へ
に
け
む
」
は
、
そ
の
前
に
付
さ

れ
た

21

に
よ
る
と
、
菊
を
分
け
て
人
が
仙
宮
に
到
達
し
た
姿
を
人
形
に
造
っ
た
も
の
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
っ
て
、
素
性
法
師
が

そ
の
人
に

22

詠
ん
で
い
る
。「
つ
ゆ
」
と
は
、「
菊
の
花
の
上
に
た
ま
っ
た
露
」
と
、「

23

」
を
意
味
す
る
「
つ
ゆ
の
間
」

の
「
つ
ゆ
」
と
の

24

で
あ
る
。
問
題
文
【
Ｂ
】
は
、
右
の
人
形
の
姿
に
淮
南
王
劉
安
の
話
を
思
い
合
わ
せ
て
、
素
性
法
師
が
「
ぬ
れ

て
ほ
す
」
の
歌
を
詠
ん
だ
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
問
題
文
【
Ｃ
】
で
は
、

21

な
く
歌
の
み
挙
げ
た
う
え
で
、
そ
の
歌
に
つ
い
て
解
説

し
て
お
り
、
素
性
法
師
が
自
ら
の

25

を
詠
ん
だ
も
の
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
素
性
法
師
が

若
々
し
い
姿
で
藤
原
家
隆
の
前
に
現
れ
て
、「
我
は
仙
人
な
り
。
今
も
仙
郷
に
あ
り
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
話
を
挙
げ
て
い
る
。
家
隆
は
、
素

性
法
師
の
「
ぬ
れ
て
ほ
す
」
の
歌
を
載
せ
る
『
古
今
和
歌
集
』
が
成
立
し
て
お
よ
そ

26

年
後
、

27

ら
と
と
も
に
『
新
古
今

和
歌
集
』
を
撰
集
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
確
か
に
、
仙
人
に
で
も
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
素
性
法
師
が
家
隆
の
前
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
素
性
法
師
の
歌
に
も
劉
安
の
話
に
も
出
て
く
る
菊
は
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
、

28

の
節
句
に
は
、
菊
の
花
の
上
に

た
ま
っ
た
露
や
杯
に
菊
の
花
を
浮
か
べ
た
菊
酒
を
飲
ん
で
長
寿
を
祈
っ
た
。
例
え
ば
、
前
漢
の
雑
事
を
録
し
た
『
西
京
雑
記
』
に
も
、「
飲
二

菊

花
酒
一

、
云
令
人
長
寿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）

21

〜

28

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

21

�

序
文

�

詞
書

�

序
詞

�

前
句

�

傍
注

22

�

呼
び
か
け
て

�

頼
ま
れ
て

�

な
り
き
っ
て

�

誘
わ
れ
て

�

自
ら
の
境
遇
を
重
ね
て
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�
�

�
�

問
七

線
部
Ｃ
「
か
へ
り
ま
う
で
来
む
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

19

。

�

帰
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

�

帰
っ
て
参
る
で
し
ょ
う
。

�

帰
っ
て
来
る
こ
と
に
し
よ
う
。

�

帰
っ
て
来
る
こ
と
だ
ろ
う
。

�

帰
っ
て
お
伺
い
し
て
来
ま
し
ょ
う
。

�

帰
っ
て
お
伺
い
し
て
来
る
で
し
ょ
う
。

問
八

線
部
Ｄ
「
さ
る
こ
と
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

�

川
の
上
流
の
深
い
山
の
中
に
仙
宮
が
あ
っ
て
、
仙
人
た
ち
が
不
老
長
寿
の
仙
薬
を
調
合
し
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
。

�

淮
南
王
劉
安
と
い
う
人
物
が
こ
の
里
に
住
ん
で
い
た
が
、
あ
る
日
突
然
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

�

仙
宮
に
迷
い
込
ん
だ
淮
南
王
劉
安
が
ふ
る
里
に
戻
っ
て
み
る
と
、
わ
が
家
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

�

千
年
が
経
つ
間
に
は
、
里
の
自
然
も
変
化
し
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
様
子
も
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

�

こ
の
里
に
住
ん
で
い
た
淮
南
王
劉
安
が
菊
の
花
を
求
め
て
川
を
さ
か
の
ぼ
る
う
ち
に
、
千
年
経
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

も
ど

ブ
ー
ム
に
便
乗
し
た
「
擬
き
も
の
」
が
提
供
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
和
食
文
化
の
理
解
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
例
外
も
あ
る
。
国
家
最
優
秀
職
人
章
（
Ｍ
Ｏ
Ｆ
）
の
資
格
を
も
ち
、「
フ
レ
ン
チ
の
神
様
」
と
も
称
さ
れ
た
ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ブ
シ
ョ

ン
氏
は
、
日
本
、
そ
し
て
和
食
と
そ
の
文
化
を乙
こ
よ
な
く
愛
し
た
料
理
人
だ
っ
た
。
彼
の
発
案
と
言
わ
れ
、
今
や
世
界
中
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
注
3オ

ー

か
つ
ぽ
う

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
は
、
か
れ
が
割
烹
や
寿
司
屋
で
学
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。

一
方
、
本
家
本
元
の
日
本
国
内
で
も
、2
和
食
文
化
の
将
来
は
決
し
て
バ
ラ
色
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
と
観
取
す
る
。
も
ち
ろ
ん
私
は
、
例
え
ば

そ
し

「
回
転
ず
し
」
の
よ
う
に
、
寿
司
か
ら
派
生
し
て
、
も
は
や
国
民
食
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
に
根
付
い
て
き
た
も
の
を
謗
る
つ
も
り
は
な
い
。
ま
る

け
い
そ
う

あ
お

で
開
き
直
っ
た
か
の
よ
う
に
軽
躁
な
話
題
を
取
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ミ
や
、
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
商
業
主
義
に
煽
ら
れ
て
、「
日
本
人
」
が
和
食
文

き

ぐ

化
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
か
と
危
惧
す
る
の
だ
。

例
え
ば
キ
ャ
サ
リ
ン
が
愛
し
て
や
ま
な
い
豆
腐
。
大
豆
の
タ
ン
パ
ク
質
を
抽
出
し
て
凝
固
さ
せ
る
こ
の
食
品
も
、
元
は
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
。
製

ご

こ

法
は
、
水
に
浸
し
て
柔
ら
か
く
し
た
大
豆
を
す
り
つ
ぶ
し
た
「
呉
」
か
ら
「
お
か
ら
」
を
濾
し
て
（「
生
搾
り
」）
豆
乳
を
取
り
出
し
、
加
熱
し
て
に

が
り
を
加
え
て
固
め
る
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
豆
腐
作
り
は
日
本
の
「
軟
水
」
と
相
性
が
よ
く
、
タ
ン
パ
ク
質
の
抽
出
割
合
も
高
い

方
法
、
す
な
わ
ち
呉
を
加
熱
し
て
か
ら
お
か
ら
を
搾
り
取
る
「
煮
搾
り
」
へ
と
進
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
凝
固
剤
の
に
が
り
が
、
軍
需
品
に
不
可

せ
つ
こ
う

欠
な
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
原
料
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
ト
ウｂ
セ
イ
ヒ
ン
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
石
膏
の
粉
（
す
ま
し
粉
＝
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）

さ

が

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
職
人
さ
ん
の
創
意
工
夫
と
相
ま
っ
て
、
滑
ら
か
さ
が
際
立
つ
京
豆
腐
（
嵯
峨
豆
腐
）
が
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本

の
豆
腐
は
独
自
の
進
化
を
遂
げ
和
食
文
化
を
支
え
る
食
品
と
な
っ
た
の
だ
。

今
で
も
生
搾
り
を
用
い
る
「
島
豆
腐
」
は
、
沖
縄
の
水
が
凝
固
成
分
の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
硬
水
で
あ
る
た
め
に
、
煮
搾

り
に
は
適
さ
な
い
。
一
方
で
、
京
都
の
水
は
超
軟
水
で
あ
る
の
で
、
煮
搾
り
が
向
い
て
い
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
製
法
が
異
な
る
こ
れ
ら
の
豆
腐
に

い

は
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
し
た
料
理
も
あ
る
。

じ
つ
ぱ
ひ
と
か
ら

や

ゆ

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
背
景
は丙
等
閑
視
し
て
、
煮
搾
り
を
十
把
一
絡
げ
に
「
大
量
生
産
」
と
揶
揄
し
、
生
搾
り
豆
腐
こ
そ
が
「
伝
統
的
」
で
「
手

う
た

お
お
げ

さ

間
暇
か
け
た
」
も
の
だ
と
謳
う
業
者
や
、
そ
れ
を
大
袈
裟
に
取
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ミ
も
多
い
。
さ
ら
に
、
す
ま
し
粉
は
ま
っ
た
く
安
全
で
玉
肌
の
豆
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

15

。

も
う
注
1四

〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
が
、
米
国
の
先
輩
マ
イ
ク
が
突
然
、
研
究
室
を
訪
ね
て
き
た
。
東
京
で
の
会
議
の
帰
り
が
け
に
、
地
球
内
部
を

再
現
す
る
実
験
室
を
作
り
始
め
て
い
た
私
を
激
励
に
来
て
く
れ
た
の
だ
。
感
謝
の
意
も
込
め
て
、
京
都
の
湯
豆
腐
を
食
し
て
い
た
だ
こ
う
と
し
た
の

だ
が
、
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
た
い
と
言
う
。
な
ん
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
キ
ャ
サ
リ
ン
が
豆
腐
な
ど
の
日
本
料
理
に
ミａ
リ
ョ
ウ
さ
れ
、
好
物
の
肉
を
食

べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

ま
ん
え
ん

キ
ャ
サ
リ
ン
が
日
本
食
に
傾
倒
し
た
き
っ
か
け
は
、
一
九
七
七
年
に
発
表
さ
れ
た
マ
ク
ガ
バ
ン
・
リ
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。
連
邦
政
府
が
、
蔓
延
す
る

生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
動
物
性
の
脂
肪
分
を
控
え
て
魚
や
植
物
性
の
タ
ン
パ
ク
質
、
そ
れ
に
炭
水
化
物
を
多
く
と
る
よ
う
に
と
の
食
生
活
改
善

を
提
案
し
た
の
だ
。
米
国
で
は
、
日
本
式
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
え
ば
、
料
理
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
売
り
の
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
が
メ
イ
ン

だ
っ
た
が
、
こ
の
発
表
以
降
に
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ－

Ｂ
Ａ
Ｒ
が
瞬
く
間
に
広
が
っ
た
。
寿
司
と
は
い
え
、
当
時
は
巻
物
が
中
心
だ
っ
た
が
、
注
2カ

リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
・
ロ
ー
ル
は
日
本
へ
と
逆
輸
入
さ
れ
る
ほ
ど
の
名
物
だ
っ
た
。
や
が
て
、
欧
州
を
は
じ
め
全
世
界
に
広
ま
っ
た
こ
の
タ
イ
プ
の
店
で
は
、
他

の
日
本
食
や
サ
キ
（
酒
）
も
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
二
〇
一
三
年
に
、
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
和
食
ブ
ー
ム
は
さ
ら
に
加
速
し
た
。1
こ
こ
で
改
め
て
念
を

押
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
官
民
挙
げ
て
の
総
力
戦
で
文
化
遺
産
と
な
っ
た
の
は
、「
和
食
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
和
食
と
い
う
「
伝
統
的
な
食

文
化
」
で
あ
る
こ
と
だ
。
確
か
に
和
食
は
、
多
様
で
新
鮮
な
食
材
、
持
ち
味
を
尊
重
す
る
技
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
季
節
感
あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

ち
そ
う

が
特
徴
な
の
だ
が
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、「
頂
き
ま
す
」
そ
し
て
「
ご
馳
走
さ
ま
」
と
手
を
合
わ
せ
る
、
日
本
人
の
精
神
性
こ
そ
が
文
化
遺
産

の
本
質
な
の
だ
。

農
林
水
産
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
二
〇
一
九
年
に
は
海
外
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
一
五
万
軒
を
超
え
た
そ
う
だ
。
だ
が
、
こ
れ
で
和
食
が
世
界
を

ひ
つ
き
よ
う

席
巻
し
つ
つ
あ
る
と
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
多
く
は
経
営
者
も
料
理
人
も
現
地
の
人
で
あ
り
、甲
畢
竟
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の
プ
レ
ー
ト
は
、
元
々
は
北
向
き
に
沈
み
込
ん
で
い
た
の
だ
が
、
現
在
の
関
東
地
方
の
地
下
深
い
所
で
巨
大
な
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
に
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
で
仕
方
な
く
約
三
〇
〇
万
年
前
に
や
や
西
向
き
に
、
す
な
わ
ち
西
日
本
に
対
し
て
斜
交
す
る
方
向
へ
と
運
動
を
変
え
た
の
だ
。
そ
の

こ
と
で
地
盤
の
古
傷
で
も
あ
る
「
中
央
構
造
線
」
が
断
層
と
し
て
ズ
レ
出
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
断
層
の
北
側
、
す
な
わ
ち
瀬
戸
内
海
周
辺
に
は
複
数

の
シ
ワ
が
寄
る
よ
う
に
隆
起
域
（
瀬
戸
）
と
沈
降
域
（
灘
）
が
形
成
さ
れ
た
。
明
石
鯛
な
ど
の
瀬
戸
内
海
の
豊
か
な
幸
は
、
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
変
動
が
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
隆
起
や
沈
降
な
ど
の
地
殻
変
動
は
、
断
層
運
動
を
伴
う
場
合
が
多
い
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
瀬
戸
内
海
の
地
形
が

成
立
す
る
過
程
で
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
地
震
が
起
き
て
き
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
一
つ
が
一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
淡
路
大

震
災
）
で
あ
る
。
こ
の
直
下
型
地
震
は
、
淡
路
島
か
ら
明
石
海
峡
を
経
て
六
甲
山
地
へ
と
続
く
隆
起
帯
と
、
大
阪
湾
と
い
う
沈
降
域
の
境
界
を
な
す

断
層
が
ず
れ
動
い
た
も
の
だ
。

つ
ま
り
私
た
ち
は
、
海
のｄ
コ
ク
ソ
ウ
チ
タ
イ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
豊
か
な
瀬
戸
内
海
の
恩
恵
に
浴
す
一
方
で
、
直
下
型
地
震
と
い
う
試
練
も
与
え

ら
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
和
食
文
化
は
、「
変
動
帯
の
民
」
が
、
繰
り
返
し
試
練
を
与
え
る
日
本
列
島
にｅ
イ
ケ
イ
の
念
を
も
ち
な
が
ら
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
、

言
い
換
え
る
と
日
本
列
島
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
暮
ら
し
な
が
ら
育
ん
で
き
た
も
の
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
変
動
帯
特
有
の
文
化
や
そ
の
背
景
に
あ

る
日
本
人
の
感
性
は
、
地
質
学
的
に
「
安
定
大
陸
」
と
呼
ば
れ
、
地
殻
変
動
や
火
山
活
動
に
よ
る
自
然
災
害
が
比
較
的
少
な
い
地
帯
で
、
し
か
も
自

然
を
人
間
の
支
配
対
象
と
見
な
す
一
神
教
が
広
ま
っ
た
地
域
の
文
化
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。

と
も
い
き

自
然
と
の
し
な
や
か
な
共
生
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
日
本
列
島
に
暮
ら
し
て
行
こ
う
と
す
る
変
動
帯
の
民
の
規
矩
と
な
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
同
様
に
、
い
や
日
本
列
島
以
上
に
複
雑
か
つ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
変
動
を
繰
り
返
す
「
水
惑
星
地
球
」
で
、
人
類
が
「
注
5人

新
世
」
を
生
き

抜
い
て
ゆ
く
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
、6
人
類
が
歩
ん
で
き
た
時
間
で
す
ら
刹
那
と
感
じ
て
し
ま
う
地
球
科
学
者
に
は
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
記
録
に
も
記
憶
に
も
な
い
試

練
が
私
た
ち
を
待
ち
構
え
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
一
つ
が
、
直
近
で
は
わ
ず
か
七
三
〇
〇
年
前
に
九
州
南
方
沖
の
「
鬼
界
海
底
カ
ル
デ
ラ
」
で
発
生
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や
か
ら

腐
を
生
み
出
す
優
れ
た
食
品
添
加
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
天
然
に
が
り
」
使
用
を
必
要
以
上
に
強
調
す
る
輩
も
い
る
。
読
者
各
位
に
は
こ

せ
ん
ど
う

ん
な
煽
動
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ぜ
ひ
ご
自
分
で
食
べ
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
ご
実
感
い
た
だ
き
た
い
。

同
様
の
風
潮
は
、
和
食
の
最
良
の
友
で
あ
る
日
本
酒
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
純
米
酒
神
話
」
だ
。「
何
も
加
え
な
い
米
だ
け
で
造
っ
た
酒
」
と
い

お
と
し

そ

ば

う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
す
る
こ
と
で
吟
香
が
引
き
出
さ
れ
る
「
本
醸
造
酒
」
を
貶
め
る
か
の
よ
う
だ
。「
当
店
は
蕎
麦

う
そ
ぶ

か
た
く

な
だ

に
合
う
入
手
困
難
な
純
米
酒
し
か
お
出
し
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
嘯
く
今
風
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
、3
頑
な
な
ま
で
に
灘
の
本
醸
造
酒
を
提
供

す
る
下
町
蕎
麦
屋
の
親
父
の
言
い
分
を
ご
存
知
な
の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
ほ
か
に
も
、
熟
成
と
い
う
技
が
魚
の
旨
味
を
引
き
出
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
後
硬
直
の
食
感
を
騒
ぎ
立
て
る
「
新
鮮
神
話
」
な
ど
、
和
食

文
化
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
状
況
は
多
々
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
海
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
に
も
、
申
し
訳
な
い
。

4
と
こ
ろ
で
、
和
食
の
特
徴
を
述
べ
る
際
に
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
使
わ
れ
る
の
が
、「
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
食
文
化
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
。

確
か
に
日
本
の
風
土
は
サ
ン
シ
ス
イｃ
メ
イ
と
も
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
美
し
い
。
し
か
し
、
豊
か
な
自
然
は
、
何
も
日
本
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
和
食
の
本
質
に
迫
る
に
は
、5
特
色
あ
る
食
材
が
ど
の
よ
う
な
自
然
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
の
か
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
は
、
地
球
上
で
最
も
震
源
地
や
火
山
が
密
集
す
る
「
変
動
帯
」
日
本
列
島
で
、
和
食
を
育
む
自
然
が
誕
生
し
た
地
質
学
的
な
背
景
を
知
る
こ
と

が
大
切
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
世
界
の
料
理
の
中
で
も
和
食
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
き
っ
と
和
食
を
も
っ
と
美
味

し
く
い
た
だ
け
る
に
違
い
な
い
。
私
は
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
「
美
食
地
質
学
」
と
呼
ん
で
い
る
。
詳
し
く
は
拙
著
『
和
食
は
な
ぜ
美
味
し
い

日
本
列
島
の
贈
り
物
』（
岩
波
書
店
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
一
つ
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

た
い

あ
め

縁
起
物
と
し
て
ハ
レ
の
日
に
は
欠
か
せ
な
い
鯛
。
日
本
の
沿
岸
に
広
く
生
息
す
る
魚
だ
が
、
ブ
ル
ー
の
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
に
飴
色
の
身
を
も
つ
「
明

石
鯛
」
は
別
格
で
あ
る
。
ま
る
で
川
の
よ
う
に
流
れ
る
明
石
海
峡
の
潮
に
も
ま
れ
て
育
つ
鯛
は
筋
肉
質
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
注
4Ａ

Ｔ
Ｐ
が
豊
富

だ
。
そ
し
て
こ
の
物
質
が
分
解
熟
成
し
て
旨
味
成
分
イ
ノ
シ
ン
酸
と
な
る
の
だ
。

た
こ

瀬
戸
内
海
に
は
、
高
速
潮
流
の
瀬
戸
（
海
峡
）
と
、
比
較
的
海
が
広
が
り
穏
や
か
な
灘
が
交
互
に
配
置
し
て
い
る
。
瀬
戸
で
は
潮
流
が
鯛
や
蛸
を

は
も

育
み
、
灘
は
泥
質
の
海
底
に
穴
子
や
鱧
が
暮
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
内
海
の
地
形
を
造
っ
た
の
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
運
動
だ
。
こ
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
三

線
部
1
「
こ
こ
で
改
め
て
念
を
押
し
て
お
き
た
い
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

�

和
食
の
特
徴
は
、
豊
か
な
食
材
を
活
か
す
調
理
法
を
も
っ
て
、
四
季
に
合
わ
せ
た
献
立
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

�

和
食
と
は
、
風
土
と
技
術
と
が
生
み
出
し
た
食
材
を
も
っ
て
初
め
て
誕
生
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
。

�

豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
食
材
や
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
然
の
恵
み
を
重
視
す
る
和
食
文
化
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
。

�

食
事
の
た
び
に
自
然
の
恵
み
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
よ
う
な
、
文
化
と
し
て
の
側
面
に
こ
そ
和
食
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

�

日
本
の
地
を
離
れ
て
和
食
の
精
神
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
、
海
外
で
は
和
食
文
化
へ
の
理
解
は
進
展
し
な
い
と
い
う
こ
と
。

�

海
外
の
料
理
人
が
和
食
を
学
ん
だ
と
し
て
も
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
よ
う
に
異
質
な
も
の
を
作
り
上
げ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

問
四

線
部
2
「
和
食
文
化
の
将
来
は
決
し
て
バ
ラ
色
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
」
と
筆
者
が
述
べ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

�

和
食
を
代
表
す
る
寿
司
料
理
で
さ
え
、
そ
の
伝
統
か
ら
外
れ
た
「
回
転
ず
し
」
が
あ
た
か
も
国
民
食
で
あ
る
か
の
よ
う
に
根
付
い
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
。

�

評
判
や
売
り
上
げ
を
追
求
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
神
話
」
が
流
布
し
た
こ
と
で
、
和
食
文
化
を
伝
統
に
の
っ
と
っ
て
理
解
す
る
基
準

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

�

例
え
ば
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
豆
腐
が
大
き
く
製
造
法
を
変
え
た
よ
う
に
、
食
品
の
伝
統
的
な
作
り
方
が
守
ら
れ
な
い
現
状
で
は
和
食
文
化

を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
。

�

和
食
文
化
は
風
土
と
安
全
で
す
ぐ
れ
た
技
術
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
本
質
が
見
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。

�

安
全
な
食
品
添
加
物
を
用
い
た
本
醸
造
酒
は
全
般
的
に
純
米
酒
よ
り
す
ぐ
れ
た
品
質
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
な
ど
、
和
食
文
化
の
知
識
の
普
及
に
問
題
が
あ
る
か
ら
。
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ｄ

4

コ
ク
ソ
ウ
チ
タ
イ

�����������

�

ま
す
ま
す
シ
ン
コ
ク
な
事
態
と
な
る
。

�

ケ
イ
コ
ク
に
響
き
わ
た
る
鳥
の
さ
え
ず
り
。

�

イ
ッ
コ
ク
一
城
の
主
。

�

ザ
ッ
コ
ク
を
白
米
に
混
ぜ
て
炊
く
。

�

委
員
会
か
ら
是
正
の
カ
ン
コ
ク
を
受
け
る
。

ｅ

5

イ
ケ
イ

�����������

�

イ
キ
ョ
ク
を
尽
く
し
て
説
明
す
る
。

�

心
か
ら
ケ
イ
イ
を
表
す
る
。

�

誠
に
イ
カ
ン
に
存
じ
ま
す
。

�

戦
地
を
イ
モ
ン
す
る
。

�

先
輩
に
イ
フ
の
念
を
抱
く
。

問
二

線
部
甲
〜
丙
の
語
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

6

〜

8

。

甲

6

畢
竟

�

場
合
に
よ
っ
て
は

�

悪
く
す
る
と

�

自
然
な
こ
と
と
し
て

�

地
域
の
特
性
と
し
て

�

最
終
的
に
は

乙

7

こ
よ
な
く

�

何
よ
り
も

�

長
い
年
月
の
間

�

無
理
な
く

�

独
自
の
や
り
方
で

�

格
調
高
く

丙

8

等
閑
視
し
て

�

あ
な
が
ち

�

す
べ
か
ら
く

�

な
お
ざ
り
に
し
て

�

ひ
と
し
な
み
に
扱
っ
て

�

蔑
視
し
て
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問
一

線
部
ａ
〜
ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

ａ

1

ミ
リ
ョ
ウ

�����������

�

ノ
ウ
リ
ョ
ウ
の
盆
踊
り
。

�

伝
統
的
な
鹿
の
シ
ュ
リ
ョ
ウ
方
法
。

�

著
書
が
コ
ウ
リ
ョ
ウ
を
迎
え
た
。

�

選
手
の
ギ
リ
ョ
ウ
を
審
査
す
る
。

�

機
械
の
性
能
を
カ
イ
リ
ョ
ウ
す
る
。

ｂ

2

ト
ウ
セ
イ
ヒ
ン

�����������

�

摩
擦
で
セ
イ
デ
ン
キ
が
起
こ
る
。

�

ケ
イ
セ
イ
が
逆
転
し
た
。

�

カ
ン
セ
イ
カ
ン
が
航
空
機
と
通
信
す
る
。

�

受
付
で
自
ら
の
セ
イ
メ
イ
を
名
乗
る
。

�

若
者
ら
し
い
ト
ウ
セ
イ
フ
ウ
の
考
え
方
。

ｃ

3

サ
ン
シ
ス
イ
メ
イ

�����������

�

探
偵
の
メ
イ
ス
イ
リ
。

�

メ
イ
カ
イ
な
解
説
で
理
解
で
き
た
。

�

メ
イ
キ
ュ
ウ
か
ら
抜
け
出
す
。

�

講
演
に
カ
ン
メ
イ
を
受
け
る
。

�

あ
の
人
と
は
長
年
の
メ
イ
ユ
ウ
関
係
に
あ
る
。
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し
た
超
巨
大
噴
火
だ
。
今
後
の
一
〇
〇
年
間
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
、
決
し
て
安
心
で
き
な
い
確
率
で
、
日
本
列
島
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
発

生
す
る
こ
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
日
本
喪
失
も
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

か

変
動
帯
の
民
は
、
荒
ぶ
る
日
本
列
島
に
暮
ら
し
な
が
ら
和
食
文
化
を
培
っ
て
き
た
。
私
た
ち
も
、
和
食
を
い
た
だ
け
る
有
り
難
さ
を
嚙
み
し
め
な

し
た
た

が
ら
、
こ
の
日
本
列
島
か
ら
の
恩
恵
を
、
子
々
孫
々
も
享
受
で
き
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
強
か
に
考
え
た
い
も
の
だ
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
世

代
の
責
任
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
巽
好
幸
「
和
食
文
化
を
育
む
世
界
一
の
変
動
帯
、
日
本
列
島
」
に
よ
る
）

注
1

四
〇
年
以
上
も
前
＝
こ
の
文
章
は
二
〇
二
二
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

注
2

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ロ
ー
ル
＝
ア
ボ
カ
ド
な
ど
洋
風
の
具
材
を
海
苔
を
内
側
に
し
て
巻
く
巻
き
寿
司
。

注
3

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
＝
客
席
か
ら
見
え
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
調
理
場
。

注
4

Ａ
Ｔ
Ｐ
＝
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
。
生
物
の
体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
達
す
る
物
質
。

注
5
「
人
新
世
」
＝
人
類
の
活
動
が
地
球
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
以
降
を
指
す
地
質
的
な
時
代
区
分
。
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総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
六

線
部
4
「
と
こ
ろ
で
」
と
い
う
接
続
詞
に
よ
っ
て
前
後
の
文
章
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

�

「
と
こ
ろ
で
」
は
話
題
を
変
え
る
こ
と
を
表
す
接
続
詞
で
あ
り
、
そ
の
前
は
和
食
文
化
の
将
来
を
危
ぶ
む
内
容
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ

の
後
は
和
食
を
育
む
日
本
独
自
の
自
然
環
境
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
話
題
を
転
換
し
つ
つ
も
、
日
本
特
有
の
食
材
が
瀬
戸
内
海
の
地
形
を
も

た
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
、
謎
解
き
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

�

「
と
こ
ろ
で
」
は
話
題
を
転
換
す
る
こ
と
を
表
す
接
続
詞
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
食
材
を
、
そ
れ
以
降
は
地
質
を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
和
食
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
は
両
者
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
転
換
す
る
前
の
話
題
を
ふ
ま
え
て
転
換
後
に
核
心
的

な
主
張
を
行
う
と
い
う
、
転
換
の
前
後
そ
れ
ぞ
れ
に
重
み
の
あ
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

�

「
と
こ
ろ
で
」
は
別
の
話
題
を
持
ち
出
す
と
き
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
は
和
食
文
化
が
世
の
中
か
ら
誤
解
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
が
、
以
降
は
筆
者
の
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
、
日
本
列
島
そ
の
も
の

の
存
続
の
危
機
と
い
う
主
題
へ
と
導
く
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

�

「
と
こ
ろ
で
」
は
そ
れ
ま
で
の
話
題
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
る
こ
と
を
表
す
接
続
詞
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
和
食
に
関
す
る
「
神
話
」
の

数
々
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
以
降
は
地
質
学
的
な
定
説
を
述
べ
て
い
る
。
和
食
と
い
う
前
置
き
か
ら
、
本
題
で
あ
る
筆
者
の
専
門
分
野
へ
と

い
ざ
な
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

�

「
と
こ
ろ
で
」
は
話
題
を
添
加
し
つ
つ
議
論
を
深
め
る
こ
と
を
予
告
す
る
接
続
詞
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
和
食
文
化
を
お
び
や
か
す
言
説

を
、
そ
れ
以
降
は
自
然
科
学
的
な
内
容
を
交
え
た
食
文
化
の
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
と
こ
ろ
で
」
の
前
後
は
、
一
貫
し
て
和
食
文
化

の
特
徴
を
考
察
す
る
内
容
で
あ
り
、
互
い
に
深
い
関
わ
り
を
持
た
せ
た
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
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問
五

線
部
3
「
頑
な
な
ま
で
に
灘
の
本
醸
造
酒
を
提
供
す
る
下
町
蕎
麦
屋
の
親
父
の
言
い
分
を
ご
存
知
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

�

純
米
酒
神
話
に
躍
ら
さ
れ
た
経
営
者
は
、
吟
香
の
価
値
を
理
解
し
て
本
醸
造
酒
を
提
供
す
る
店
主
の
意
図
を
理
解
す
る
べ
き
だ
、
と
筆
者

は
非
難
し
て
い
る
。

�

米
だ
け
で
造
っ
た
純
米
酒
が
本
醸
造
酒
に
勝
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
本
醸
造
酒
を
客
に
出
す
店
は
和
食
と
日

本
酒
の
最
良
の
関
係
を
理
解
し
て
い
な
い
、
と
筆
者
は
嘆
い
て
い
る
。

�

自
ら
の
出
身
地
で
造
ら
れ
た
酒
に
固
執
す
る
店
主
に
心
意
気
を
感
じ
、
一
概
に
純
米
酒
ば
か
り
を
あ
り
が
た
が
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
筆

者
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

�

従
来
の
本
醸
造
酒
に
執
着
す
る
昔
か
た
ぎ
の
店
主
を
た
し
な
め
つ
つ
、
純
米
酒
の
希
少
性
に
し
か
目
を
向
け
な
い
流
行
り
物
好
き
の
店
主

に
も
筆
者
は
反
省
を
促
し
て
い
る
。

�

本
醸
造
酒
の
魅
力
を
知
っ
た
上
で
客
に
出
す
店
主
を
筆
者
は
高
く
評
価
す
る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
魅
力
に
目
を
つ
ぶ
り
、
純
米
酒
こ
そ
が

優
れ
て
い
る
と
偽
る
風
潮
に
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
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問
九

本
文
全
体
の
要
旨
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

�

生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
魚
や
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
、
炭
水
化
物
を
多
く
摂
取
す
る
た
め
に
は
、
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
瀬
戸
内

海
の
豊
富
な
海
産
物
が
有
効
で
あ
る
。

�

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た
の
が
、「
和
食
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
和
食
と
い
う
「
伝
統
的
な
食
文
化
」
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
重
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
質
学
を
も
あ
わ
せ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

わ
れ
わ
れ
は
和
食
を
伝
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
和
食
の
文
化
的
側
面
を
軽
視
し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
進
ん

だ
食
材
加
工
技
術
を
も
取
り
入
れ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。

�

日
本
列
島
を
取
り
巻
く
地
殻
変
動
は
、
列
島
そ
の
も
の
を
存
亡
の
危
機
に
立
た
し
め
る
一
方
で
よ
い
食
材
を
も
た
ら
し
て
き
た
も
の
で
も

あ
る
の
で
、
き
た
る
べ
き
試
練
に
備
え
つ
つ
、
和
食
を
伝
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

�

美
食
の
前
提
と
し
て
存
在
す
る
地
質
学
的
背
景
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
和
食
文
化
へ
の
正
確
な
理
解
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
し
、
世
界
の
料

理
で
和
食
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

（
国
語
①
問
題

お
わ
り
）
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問
七

線
部
5
「
特
色
あ
る
食
材
が
ど
の
よ
う
な
自
然
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
の
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
い
う
「
自
然
」
の
具
体
例
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

�

必
ず
し
も
日
本
に
ば
か
り
誕
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
災
害
が
比
較
的
少
な
く
一
神
教
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
帯
で
も
広

く
見
ら
れ
る
豊
か
な
自
然
。

�

流
れ
の
速
い
潮
が
鯛
や
蛸
を
育
む
「
瀬
戸
」
と
、
穏
や
か
な
流
れ
の
潮
が
穴
子
や
鱧
に
と
っ
て
住
み
よ
い
「
灘
」
と
が
交
互
に
配
置
し
て
、

多
様
な
海
産
物
を
も
た
ら
し
て
い
る
海
域
。

�

日
本
か
ら
は
る
か
に
離
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
運
動
に
よ
っ
て
多
様
な
内
海
の
地
形
が
生
ま
れ
た
結
果
、
豊
か
な
海
の
幸

に
恵
ま
れ
た
瀬
戸
内
海
。

�

豊
か
な
瀬
戸
内
海
の
恩
恵
に
浴
す
一
方
で
、
淡
路
島
・
六
甲
山
地
と
い
う
沈
降
域
と
大
阪
湾
と
い
う
隆
起
域
に
よ
っ
て
、
直
下
型
地
震
と

い
う
試
練
が
も
た
ら
さ
れ
る
地
域
。

�

自
然
を
人
間
の
支
配
対
象
と
見
な
す
一
神
教
が
広
ま
っ
た
地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
殻
変
動
や
火
山
活
動
に
よ
る
自
然
災
害
が
比
較

的
少
な
い
地
帯
。

問
八

線
部
6
「
人
類
が
歩
ん
で
き
た
時
間
で
す
ら
刹
那
と
感
じ
て
し
ま
う
地
球
科
学
者
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

�

人
類
の
歴
史
は
長
い
が
、
い
ず
れ
消
え
去
っ
て
し
ま
う
む
な
し
い
も
の
だ
と
と
ら
え
て
い
る
地
球
科
学
者
の
こ
と
。

�

人
類
の
住
む
場
所
に
よ
っ
て
自
然
災
害
は
多
い
こ
と
も
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
差
を
も
過
大
評
価
し
な
い
地
球
科
学
者
の
こ
と
。

�

人
間
ひ
と
り
の
人
生
を
は
る
か
に
超
え
る
時
間
を
悠
久
の
よ
う
に
感
じ
て
研
究
対
象
と
す
る
地
球
科
学
者
の
こ
と
。

�

人
類
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
ほ
ん
の
短
い
期
間
と
錯
覚
し
が
ち
な
地
球
科
学
者
の
こ
と
。

�

何
千
年
、
数
百
万
年
に
一
度
と
い
う
頻
度
で
起
こ
る
地
殻
変
動
を
も
眼
前
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
地
球
科
学
者
の
こ
と
。
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国語〔Ｂ方式 11/20〕



56

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

描
か
れ
て
い
る
。

注
15

御
坊
言
葉
＝
こ
こ
で
は
「
御
坊
」
と
呼
ん
だ
言
葉
遣
い
の
こ
と
。

注
16

銑
と
鑢
＝
穴
を
あ
け
る
ノ
ミ
と
磨
く
ヤ
ス
リ
。

問
一

線
部
「
ば
」
1
〜
6
（
解
答
番
号
同
じ
）
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

�

接
続
助
詞
（
順
接
確
定
条
件
）

�

接
続
助
詞
（
順
接
仮
定
条
件
）

�

係
助
詞
「
は
」
の
濁
音
化
し
た
も
の

�

格
助
詞
「
は
」
の
濁
音
化
し
た
も
の

�

終
助
詞
の
一
部

�

副
助
詞
の
一
部

問
二

線
部
ａ
「
六
月
」、
ｂ
「
直
垂
」
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ａ
が

7

、
ｂ
が

8

。

7

ａ
「
六
月
」

8

ｂ
「
直
垂
」

�

は
づ
き

�

ち
ょ
く
す
い

�

み
な
づ
き

�

の
う
し

�

む
つ
き

�

ひ
た
た
れ

�

さ
つ
き

�

す
い
か
ん

�

ふ
み
づ
き

�

か
り
ぎ
ぬ
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取
ら
す
べ
し
。
い
か
に
い
か
に
」
と
の
た
ま
へ
ど
も
、6
し
ば
し
は
返
事
も
せ
ざ
り
し
が
、
や
や
あ
り
て
思
ひ
け
る
は
、
多
く
の
者
に
会
ひ
た
れ
ど
も
、

こ
れ
ほ
ど
に
程
な
く
、
目
算
に
も
及
ば
ず
、
負
け
た
る
こ
と
は
い
ま
だ
な
し
。「
腹
立
ち
さ
よ
」
と
つ
ぶ
や
き
け
る
が
、
太
刀
を
乞
う
て
く
れ
む
と

た

こ
ろ
を
、
取
つ
て
引
き
寄
せ
、
組
み
伏
せ
て
、
今
の
遺
恨
を
散
ぜ
む
と
思
ひ
、「
我
が
物
な
れ
ば
惜
し
き
な
り
。
賜
び
給
へ
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

（『
弁
慶
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

北
野
＝
現
在
の
北
野
天
満
宮
（
京
都
市
上
京
区
）。
菅
原
道
真
を
ま
つ
る
。

注
2

帷
子
＝
裏
を
つ
け
な
い
着
物
。

注
3

褐
＝
濃
い
紺
色
。

さ
ね

注
4

黒
糸
威
の
腹
巻
＝
黒
糸
で
威
し
た
鎧
。「
威
」
は
鎧
の
札
を
糸
や
皮
で
つ
づ
る
こ
と
。

注
5

白
檀
磨
き
＝
金
箔
置
き
の
上
に
透
明
度
の
高
い
漆
を
塗
っ
た
も
の
。

さ
や

は

注
6

鷗
や
う
＝
鷗
の
尾
羽
が
は
ね
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
刀
の
鞘
の
先
端
を
高
く
し
て
佩
く
こ
と
。

注
7

精
好
の
大
口
＝
「
精
好
」
と
い
う
絹
織
物
の
一
種
で
で
き
た
裾
の
口
の
広
い
袴
。

注
8

鉄
漿
＝
歯
を
黒
く
染
め
る
染
料
。

注
9

西
塔
＝
比
叡
山
延
暦
寺
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
中
で
西
北
に
あ
た
る
地
域
の
総
称
。

注
10

愛
宕
、
比
良
＝
「
愛
宕
」
は
京
都
市
右
京
区
西
北
部
に
あ
る
愛
宕
山
。「
比
良
」
は
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
西
岸
に
広
が
る
比
良
山
地
。
ど
ち
ら
も
天
狗
の
住
む
地

と
し
て
知
ら
れ
る
。

注
11

苛
高
の
数
珠
＝
そ
ろ
ば
ん
の
玉
の
よ
う
に
平
た
く
、
角
ば
っ
た
玉
の
数
珠
。

注
12
「
ろ
ん
ろ
ん
」、「
ぐ
れ
ん
ぐ
れ
ん
」
＝
ど
ち
ら
も
呪
文
を
唱
え
て
祈
禱
す
る
さ
ま
。

注
13

板
歯
＝
上
の
前
歯
。

注
14

書
写
山
＝
書
写
山
円
教
寺
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
の
こ
と
。
弁
慶
が
円
教
寺
の
僧
た
ち
と
争
い
、
炎
上
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
問
題
文
よ
り
前
の
場
面
に
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�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�

一
二
度
前
を
通
り
し
が
、
第
三
度
目
に
脇
に
挟
み
た
る
八
尺
棒
を
お
つ
取
り
直
し
、
ち
や
う
ど
打
つ
。
御
曹
司
は
御
覧
じ
て
、
弾
に
慣
れ
た
る
鳥
の

風
情
、
騒
ぐ
気
色
も
な
く
、
御
佩
刀
を
す
る
り
と
抜
き
か
か
り
、
は
つ
し
と
合
は
せ
、
弓
杖
三
杖
ば
か
り
跳
ね
越
え
、「
夜
陰
の
こ
と
な
れ
ば
、
人

違
へ
か
。
あ
の
御
坊
」
と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
弁
慶
、
こ
れ
を
聞
き
、「
憎
き
男
の
注
15御
坊
言
葉
や
。
物
見
せ
む
」
と
言
ふ
ま
ま
に
、
隙
間
を
あ
ら
せ

ず
か
か
り
け
り
。

さ

め

て

御
曹
司
御
覧
じ
て
、
こ
の
御
坊
が
ふ
る
ま
ひ
を
見
む
ず
る
も
の
を
と
思
し
召
し
、
か
つ
ぱ
と
打
て3
ば
、
ち
や
う
ど
障
へ
、
弓
手
馬
手
に
受
け
流
し
、

き
や
つ

御
坊
が
手
並
み
の
ほ
ど
を
御
覧
じ
け
る
こ
そ
恐
ろ
し
け
れ
。「
彼
奴
は
棒
に
は
上
手
な
り
。
兵
法
知
ら
ず
は
、
こ
の
御
坊
に
打
た
れ
つ
べ
し
と
も
覚

さ

え
ず
。
さ
ら
ば
、
手
並
み
を
見
せ
む
」
と
て
、
使
ひ
け
る
八
尺
棒
を
一
寸
離
け
て
は
ず
ん
ど
斬
り
、
二
寸
離
け
て
は
ず
ん
ど
斬
り
、
ず
ん
ず
ん
に
斬

り
給
へ
ば
、
弁
慶
思
ふ
や
う
、
か
り
そ
め
な
が
ら
こ
の
冠
者
が
斬
つ
手
の
や
う
の
お
も
し
ろ
さ
よ
、
誉
め4
ば
や
と
思
ひ
て
、「
あ
、
斬
つ
た
り
や
、

く
だ
ん

小
冠
者
」
と
二
三
度
誉
め
て
ぞ
の
の
し
り
、
件
の
大
太
刀
す
る
り
と
抜
き
、「
余
す
ま
じ
」
と
て
か
か
り
け
り
。
御
曹
司
、
御
覧
じ
て
、「
何
の
宿

の

意
ぞ
、
御
坊
よ
。
出
家
の
姿
な
れ
ば
、
命
を5
ば
助
く
る
ぞ
。
は
や
罷
り
退
け
」
と
仰
せ
あ
る
。
弁
慶
、
こ
れ
を
聞
く
よ
り
も
、
な
ほ
安
か
ら
ず
思
ひ

て
、「
わ
男
の
命
を
こ
そ
助
け
じ
は
、
こ
の
法
師
が
ま
ま
な
る
に
、
か
へ
つ
て
我
を
許
さ
む
と
や
。4
言
葉
の
勝
負
は
無
益
な
り
。
参
り
候
」
と
言
ふ

ま
ま
に
、
隙
間
も
な
く
ぞ
か
か
り
け
る
。

せ
ん

や
す
り

御
曹
司
は
鞍
馬
の
奥
僧
正
が
谷
に
て
、
兵
法
を
ば
極
め
つ
。
弁
慶
は
本
朝
に
て
隠
れ
も
な
き
太
刀
に
は
上
手
な
り
。注
16
銑
と
鑢
と
、
岩
と
金
の
ご
と

つ
ば
が
ね

し
の
ぎ

く
に
て
鍔
鉄
を
鳴
ら
し
、
鎬
を
削
り
、
半
時
が
ほ
ど
こ
そ
戦
ひ
け
れ
。

弁
慶
が
打
つ
太
刀
は
、
御
曹
司
の
腰
の
辺
り
を
隙
間
も
な
く
ぞ
見
え
に
け
る
。
御
曹
司
の
御
佩
刀
の
切
先
は
、
弁
慶
が
首
の
辺
り
を
ひ
ま
な
く
こ

ひ
ら
め

こ
は
も
の

そ
は
閃
き
け
れ
。
御
曹
司
思
し
召
す
は
、
こ
の
御
坊
が
首
打
ち
落
と
さ
む
は
易
け
れ
ど
も
、
彼
奴
は
子
細
も
な
き
強
者
な
り
。
命
を
助
け
お
き
、
召

し
使
は
む
と
思
し
召
し
、
小
鷹
の
法
を
召
さ
れ
て
虚
空
に
上
が
り
給
ひ
き
。
拳
を
強
く
握
り
、
弁
慶
が
つ
ぶ
り
を
割
れ
て
退
け
と
、
二
三
度
こ
そ
は

張
ら
れ
た
れ
。
弁
慶
は
目
が
く
ら
み
、
太
刀
を
支
へ
て
立
ち
た
り
け
り
。

む

ね

そ
の
時
、
御
曹
司
は
御
佩
刀
の
刀
背
に
て
弁
慶
が
二
の
腕
を
打
ち
給
ひ
、
太
刀
打
ち
落
と
し
て
召
さ
る
れ
ば
、
武
蔵
坊
はｃ
木
に
離
れ
た
る
猿
の
ご

と
く
に
て
、5
あ
き
れ
て
こ
そ
は
立
ち
に
け
れ
。
そ
の
後
、
御
曹
司
仰
せ
け
る
は
、「
い
か
に
御
坊
、
太
刀
は
惜
し
く
は
思
は
ぬ
か
。
惜
し
く
思
は6
ば
、
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��

次
の
文
章
は
あ
る
二
人
の
人
物
の
出
会
い
の
場
面
で
す
。
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

21

。

頃
はａ
六
月
十
五
日
の
夜
の
こ
と
な
る
に
、
洛
中
を
こ
こ
や
か
し
こ
と
伺
ひ
見
れ
ど
も
、
さ
る
べ
き
も
の
も
な
か
り
け
り
。
や
う
や
う
歩
み
行
く
ほ

か
た
び
ら

か
ち
ん

ど
に
、
注
1北

野
の
御
前
に
参
り
け
り
。
武
蔵
が
そ
の
夜
の
装
束
は
、
い
つ
も
好
み
し
こ
と
な
れ1
ば
、
白
き注
2

帷
子
の
脇
深
く
解
か
せ
、注
3

褐
の
鎧
のｂ
直
垂

を
ど
し

び
や
く
だ
ん

す
ね
あ
て

か
も
め

に
注
4黒

糸
威
の
腹
巻
に
、
雲
に
竜
の
小
手
を
差
し
、注
5

白
檀
磨
き
の
脛
当
に
、
四
尺
余
り
の
大
太
刀
を
ば注
6

鷗
や
う
に
お
つ
そ
ば
め
、
八
尺
余
り
の
八

さ

う

か
な
い
ぼ

ゆ
ん
で

角
棒
、
左
右
に
石
突
を
す
げ
さ
せ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
金
疣
を
打
た
せ
、
中
の
手
だ
ま
り
を
ば
琴
の
糸
に
て
み
し
と
巻
き
、
弓
手
の
小
脇
に
か
い
こ

う
で
、
神
前
の
広
庭
に
仁
王
立
ち
に
ぞ
立
ち
た
り
け
る
。

あ
は
せ

せ
い
が
う

か

ね

御
曹
司
の
そ
の
夜
の
装
束
に
は
、
白
き
袷
を
ひ
つ
違
へ
、注
7

精
好
の
大
口
に
浅
黄
の
直
垂
を
召
し
、
薄
化
粧
、注
8

鉄
漿
黒
く
、
薄
衣
取
つ
て
う
ち
か
づ

お
ん
ぱ
か
せ

ね
ん
じ
ゆ

き
、
黄
金
作
り
の
御
佩
刀
を
脇
に
そ
ば
め
、
社
壇
の
御
前
に
腰
を
掛
け
、
念
誦
し
て
ぞ
お
は
し
け
る
。

か
の
弁
慶
が
姿
を
御
覧
じ
て
、「
も
の
け
し
か
ら
ず
の
あ
り
さ
ま
や
。
注
9西

塔
の
武
蔵
坊
弁
慶
と
て
、
日
本
一
の1
を
こ
の
者
あ
り
と
聞
き
し
が
、
も

あ
た
ご

し
そ
れ
に
て
や
あ
る
ら
む
。
そ
れ
も
人
間
の
者
な
れ
ば
、
か
ほ
ど
に
色
黒
く
、
背
高
く
は
よ
も
あ
ら
じ
。注
10
愛
宕
、
比
良
の
天
狗
は
我
に
慣
れ
た
れ
ば
、

大
概
見
知
り
て
覚
ゆ
る
な
り
。2
い
か
さ
ま
鬼
満
国
の
鬼
神
が
、
我
を
悩
ま
さ
む
と
て
来
た
り
た
る
や
」
と
、
御
覧
ぜ
ら
る
る
と
こ
ろ
に
、
弁
慶
ま
た

思
ふ
や
う
、
こ
こ
な
る
男
の
尋
常
に
気
高
さ
よ
。
こ
れ
や
こ
の
音
に
聞
く
牛
若
殿
に
て
あ
る
ら
む
。3
よ
し
何
に
て
も
あ
ら
ば
あ
れ
。
あ
れ
ほ
ど
の
小

い
ら
た
か

い

男
が
何
ほ
ど
の
こ
と
の
あ
る
べ
き
ぞ
と
、
こ
れ
も
念
誦
す
る
気
色
に
て
、
な
ほ
よ
く
姿
を
見
む
た
め
に
、注
11
苛
高
の
数
珠
取
り
出
だ
し
、
真
言
に
て
も

ず

な
し
、
御
経
に
て
も
な
し
、
舌
に
ま
ぎ
ら
か
し
て
、
た
だ
「
注
12ろ
ん
ろ
ん
」
と
言
ひ
、
後
に
は
「
注
12ぐ
れ
ん
ぐ
れ
ん
」
と
言
ひ
て
、
数
珠
押
し
摺
り
て
、

む
か
ば

そ
の
間
に
御
曹
司
の
風
情
を
見
け
れ
ば
、
人
に
一
様
変
は
り
て
、
眼
の
内
さ
し
現
は
れ
、注
13
板
歯
少
し
そ
り
出
で
て
、
色
白
く
て
気
高
く
こ
そ
ま
し
ま

し
け
れ
。

持
ち
給
へ
る
御
佩
刀
は
黄
金
作
り
と
見
な
し
て
、
奪
は
む
こ
と
は
い
と
易
し
と
て
、
あ
ら
あ
ら
値
を
ぞ
さ
し
た
り
け
る
。
こ
れ
を
注
14書
写
山
に
参
ら

せ
た
ら2
ば
、
一
坊
の
造
立
の
さ
し
あ
は
せ
に
は
な
る
べ
し
。
な
む
ぼ
う
の
身
に
て
か
あ
る
ら
む
、
と
く
打
ち
落
と
し
て
見
む
ず
る
も
の
を
と
思
ひ
て
、
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55

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
五

線
部
2
「
い
か
さ
ま
鬼
満
国
の
鬼
神
が
、
我
を
悩
ま
さ
む
と
て
来
た
り
た
る
や
」
と
考
え
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

�

色
の
黒
さ
や
背
の
高
さ
か
ら
、
目
の
前
に
い
る
男
が
人
間
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

�

西
塔
の
武
蔵
坊
弁
慶
と
い
う
者
は
鬼
で
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

�

愛
宕
や
比
良
の
天
狗
も
よ
く
知
っ
て
い
る
が
そ
の
天
狗
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

�

目
の
前
の
男
が
あ
や
し
げ
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

�

金
具
を
打
ち
付
け
た
長
い
棒
を
持
ち
、
仁
王
立
ち
に
立
っ
て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
。

問
六

線
部
3
「
よ
し
何
に
て
も
あ
ら
ば
あ
れ
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

�

も
し
何
か
あ
っ
て
も
気
に
し
な
い
で
く
れ

�

何
か
よ
い
こ
と
が
起
こ
る
よ
う
に
し
て
く
れ

�

た
と
え
何
で
あ
っ
て
も
な
る
よ
う
に
な
れ

�

何
か
由
緒
が
あ
る
な
ら
ば
教
え
て
く
れ

�

身
分
の
高
い
誰
か
で
あ
っ
て
く
れ

7
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問
三

線
部
1
「
を
こ
の
者
」、
5
「
あ
き
れ
て
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
1
が

9

、
5
が

10

。

9

1
「
を
こ
の
者
」

10

5
「
あ
き
れ
て
」

�

お
ろ
か
な
者

�

愛
想
を
つ
か
し
て

�

勇
敢
な
者

�

あ
っ
け
に
と
ら
れ
て

�

強
力
な
者

�

す
ば
ら
し
さ
に
驚
い
て

�

図
々
し
い
者

�

飽
き
て
し
ま
っ
て

�

短
気
な
者

�

や
る
気
を
な
く
し
て

問
四

線
部
「
か
い
こ
う
で
」
を
元
の
形
に
戻
す
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

�

か
い
こ
ん
で

�

か
き
こ
み
て

�

か
し
こ
み
て

�

か
ひ
こ
う
で

�

か
ち
こ
し
て
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�
�

問
九

線
部
ｃ
「
木
に
離
れ
た
る
猿
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
章
の

16

・

17

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な

語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ぜ
い
え
ん

ゑ
ん
こ
う

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
前
漢
時
代
に
成
立
し
た
故
事
説
話
集
で
あ
る
『
説
苑
』
に
「
猿
猴
木
を
失
ふ
」
と
あ
る
の
が
も
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
白

文
に
戻
す
と
「

16

」
と
な
る
。「
猿
猴
」
は
猿
類
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
と
反
対
の
意
味
を
持
つ
こ
と
わ
ざ
に
「

17

」
な

ど
が
あ
る
。

16

�

猿
猴
木
失

�

木
猿
猴
失

�

失
木
猿
猴

�

失
猿
猴
木

�

猿
猴
失
木

17

�

水
を
得
た
魚

�

猿
も
木
か
ら
落
ち
る

�

河
童
の
川
流
れ

�

猿
猴
が
月
を
取
る

�

弘
法
も
筆
の
誤
り

問
十

線
部
「
御
曹
司
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
章
の

18

〜

21

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
、
そ
れ

ぞ
れ
後
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

「
御
曹
司
」
は
、
文
中
で
「

18

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

19

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
物
を
主
人
公
と
し
た
軍
記
物

語
と
し
て
、『

20

』
が
あ
る
。
一
方
、
問
題
文
の
主
人
公
で
あ
る
弁
慶
は
、
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語

や
能
・
浄
瑠
璃
な
ど
の
芸
能
を
通
じ
て
次
第
に
そ
の
人
物
像
が
形
成
さ
れ
、
弁
慶
は
強
い
者
の
た
と
え
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。「
弁
慶
の

泣
き
所
」
と
い
う
、
弱
点
を
あ
ら
わ
す
こ
と
わ
ざ
も
生
ま
れ
た
が
、「
泣
き
所
」
と
は

21

の
こ
と
で
あ
る
。

18

�

牛
若
殿

�

御
坊

�

鬼
神

�

天
狗

�

出
家

�

猿

19

�

平
将
門

�

源
頼
朝

�

平
敦
盛

�

源
義
経

�

平
清
盛

�

源
義
家

20

�

平
家
物
語

�

承
久
記

�

義
経
記

�

保
元
物
語

�

平
治
物
語

�

太
平
記

21

�

脇
腹

�

む
こ
う
ず
ね

�

ひ
ざ

�

足
の
裏

�

ふ
く
ら
は
ぎ

�

か
か
と

（
国
語
②
問
題

お
わ
り
）
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問
七

線
部
4
「
言
葉
の
勝
負
は
無
益
な
り
。
参
り
候
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

�

言
葉
で
の
争
い
で
は
か
な
わ
な
い
と
、
負
け
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
。

�

言
葉
で
の
争
い
に
虚
し
さ
を
感
じ
、
落
胆
し
た
ふ
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

�

言
葉
の
上
で
は
勝
ち
負
け
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
見
切
り
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
。

�

言
葉
で
争
う
こ
と
に
よ
り
御
利
益
が
な
く
な
る
の
で
、
改
め
て
参
詣
し
た
い
と
い
う
こ
と
。

�

言
葉
で
争
っ
て
い
て
も
無
駄
だ
と
、
攻
撃
を
宣
言
し
た
と
い
う
こ
と
。

問
八

線
部
6
「
し
ば
し
は
返
事
も
せ
ざ
り
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

�

太
刀
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
非
道
な
行
い
に
対
し
、
衝
撃
で
言
葉
を
失
っ
た
か
ら
。

�

し
ば
ら
く
返
事
を
し
な
い
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
を
油
断
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
。

�

拳
で
頭
を
殴
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
が
く
ら
ん
で
言
葉
が
出
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

�

太
刀
を
取
ら
れ
て
悔
し
い
が
、
す
ぐ
に
返
し
て
ほ
し
い
と
言
う
の
も
は
ば
か
ら
れ
た
か
ら
。

�

こ
れ
ま
で
の
争
い
を
思
い
出
し
て
、
太
刀
を
取
ら
れ
た
原
因
を
考
え
て
い
た
か
ら
。
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